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P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E

●平成25年度 入学宣誓式告辞
●平成24年度 学位記授与式を挙行

●「大和田賞」授与
●3氏に博士学位を授与

●本学学生がセルフメディケーションアワード最優秀大賞を受賞
●本学学生が日本薬学会第133年会で優秀発表賞を受賞

●名誉教授授与
●FDワークショップを開催

●平成25年度 新入生一泊オリエンテーションを実施
●新入生対象講演会および歓迎会を開催

●大学院研究奨励生、尚志学園奨学生、本学奨学生が決定
●平成25年度 第1回就職相談会を開催

●平成25年度 薬剤師生涯研修プログラム
●皆に届ける歌声

●第7回 薬物乱用防止キャンペーンに参加して
●交通安全講習会(SDA総会)を開催

●「北海道薬学実務実習フォーラム2013」を開催
●ハワイ語学研修の報告書

●アメリカの薬学生との症例ディスカッションを通じて感じたこと
●平成24年度の「Good Lecturer賞」が決定

●平成25年度 科学研究費補助金
●人事異動のお知らせ

●校務役職発令
●平成25年度 学部入学試験結果
●第98回 薬剤師国家試験結果
●平成25年度 年間行事予定

C O N T E N T S

3
卒業祝賀パーティーのようす2

入学宣誓式にて告辞を読み上げる学長1

セルフメディケーションアワード最優秀大賞を受賞した本学学生
ハワイ語学研修での現地学生との交流4
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　平成25年3月16日(土)に、平成24年度
学位記授与式を札幌ガーデンパレスにおいて
挙行し、大学院修了生2名と学部卒業生
194名に対して学位記を授与しました。
　続いて学業・学術面において優れた評
価を受けた大学院薬学研究科生物薬学
専攻博士後期課程の岩山訓典君、柴田倫
人君、および学部薬学科の石郷友之君、
岡見英里香さん、川口貴史君、また、自己
研鑽および他の学生の指導などで本学学
生の模範となる学生生活を送った、原口

真智子さん、村尾優さん、逢坂信孝君が学
長表彰を受賞し、それぞれに表彰状と記念
品を贈呈しました。
　学長告辞、来賓祝辞、卒業生答辞の後、
修了生・卒業生が全員で社会へ巣立つ薬
剤師として宣誓を行いました。
　授与式終了後には立食形式の卒業祝賀
パーティーを開催し、たくさんの卒業生と
ご父母が参加しました。パーティーの開催
にあたり、渡辺泰裕学長、大野凌也桂青会
委員長よりお祝いのことばが送られまし

た。パーティーは唐沢豪貴同窓会会長の乾
杯でスタートし、会場はおおいに賑わいま
した。最後に卒業生を代表して岡見英里香
さん、渡辺一弘副学長による挨拶で、パー
ティーは盛会のうちに終了しました。

平成24年度 学位記授与式を挙行

　本日、ここにおられる薬学部薬学科229名、
大学院薬学研究科臨床薬学専攻博士課程1
名の入学生の皆さん、おめでとうございます。
　また、本日の式典に際しまして、ご多用の
なか、本学の設置母体である北海道尚志学
園の西理事長および役員の皆さま、尚志学
園設置校の学長、校長の皆さま、北海道薬
剤師会、札幌薬剤師会、北海道薬科大学父
母後援会の代表の皆さま、本学名誉教授の
皆さま、そして多くのご父母の皆さまのご臨
席をいただき、春まだ浅い北海道ではありま
すが、このように華やかに入学宣誓式を挙
行できますことを大変うれしく思います。入
学生の皆さんを心から歓迎いたします。
　本年度の入学試験の志願者の総数は
1,017名でした。皆さんの努力の結果として、
本日の入学宣誓式があります。未来の薬剤
師を目指し、大きな夢を胸に抱いているもの
と思います。
　北海道薬科大学は、1974年に設置され、一
貫して、教育の目的を「地域の医療を支える
薬剤師の育成」としてきました。平成18年度よ
り薬剤師養成教育の修業年限は6年間となり
ましたが、そのはるか10年以上前に、全国の
薬系大学・薬学部に先んじて病院での実習の
必修化、病院実習前の事前実習、さらに入学
時の早期体験学習などを実施してきました。
その実績は、現在の教育においても脈 と々生
き続け、卒業後の生涯教育にいたるまで支援
できる大学となっています。皆さんは、これか

らの6年間で本学が提供する教育を修得し、
医療に貢献できる薬剤師を目指してください。
　本日は、この機会に大学での学びについ
てお話ししたいと思います。高校までの学び
との最大の違いは、大学での教育が学生の
自主的学びがあるという前提で進められる
ということです。私たち教員が行う教育とは、
あくまでも学習支援や修学支援であって、す
べてを教授するものではありません。学生の
皆さんの自主性や主体性のある学びがあっ
て初めて成果があがるようになっています。
しかし、文部科学省は、最近、日本の大学生
の学習時間の短さを指摘するようになって
います。大学設置基準の定めにより「１単位
の授業科目を45時間の学修を必要とする内
容をもつて構成することを標準とし」と書か
れています。これは講義や実習などの授業
と授業時間以外の学習時間を合わせた時間
です。私たちの現在のカリキュラムでは講義
科目の場合、1時間の授業を15回行い、必要
に応じて試験などによって到達度を測り1単
位を認定しています。すなわち、講義時間15
時間で1単位になります。大学設置基準の定
めに30時間足りません。残り30時間分は授
業時間以外での学習になります。しかしなが
ら、文部科学省の調べでは、日本の学生の学
習時間は大学設置基準の半分であり、アメ
リカの学生と比較しても約半分であるとして
います。もちろん、学習した時間だけで成果
が決まるわけではありませんが、特に薬学部

では自己学習時間の確保と学習の質を高め
ることは必須です。さらに、大学での学習を
進めるにあたって「高校の教育」と「大学の
教育」との溝は深まっていると考えられます。
この溝を早急に埋めることが皆さんにとって
非常に大切です。
　次に、薬剤師の存在について考えてみたい
と思います。医療法には、薬剤師は「医療の
担い手」であると書かれています。また、薬
剤師法で、「薬剤師は、調剤、医薬品の供給
その他薬事衛生をつかさどることによって、
公衆衛生の向上及び増進に寄与し、もって
国民の健康な生活を確保するものとする」
と規定されています。すなわち、法律によっ
て社会が薬剤師の存在を認めていることに
なります。このことは大事なことで、社会が
薬剤師を必要としなければ、その存在は認
められなくなるということです。社会に「薬
剤師がいなければいけない」、「薬剤師がい
てよかった」といわしめなければならないの
です。このこともこれからの学びの中で、身
につける必要があります。
　話が長くなりましたが、わたしが本日の入学
宣誓式において皆さんに伝えたいことは２つ
です。「自ら学ぶ習慣を身につけること」と「社
会・医療の出来事に関心をもつこと」です。
　皆さんの頑張りに期待しています。

平成25年度 入学宣誓式告辞
平成25年度の入学宣誓式を4月4日(木)に挙行し、薬学部薬学科229名、大学院薬学研究科臨床薬学専攻博士課程1名が入学しました。
ここに、入学宣誓式での学長告辞の全文を掲載します。

北海道薬科大学　学長　渡辺泰裕
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　岩山訓典氏、柴田倫人氏、髙橋恭平氏が本学の博士（薬学）を取得しました。学位記は、課程博士を取得した岩山氏、柴田氏には平成
25年3月16日（土）に挙行した学位記授与式で、論文博士の髙橋氏には3月14日（木）に学長室において授与しました。3氏の論文題目と
その内容は次のとおりです。

3氏に博士学位を授与

ケーション推進のために果たせる役割につ
いて論文にまとめました。
　また、本学3年生(現4年生)の稲村明洋君
も、「薬のプロフェッショナル＋リードする
力」の論文で同「準大賞」を受賞しました。

　平成25年3月15日(金)に、日本チェーン
ストアドラッグストア協会が主催する「第8
回セルフメディケーションアワード」が幕張
メッセで開かれ、本学5年生(現6年生)の長
谷川遥さんが、学生唯一の部門である「薬
学生・薬業専門学校生の部　最優秀大賞」

を受賞しました。
　長谷川さんは、「セルフメディケーション
において期待される薬剤師・登録販売者に
ついて」のタイトルで、自身の体験を基に、
一般用医薬品を取り扱うドラッグストアな
どの薬剤師・登録販売者がセルフメディ

本学学生がセルフメディケーションアワード
最優秀大賞を受賞

　「桂」116号でお知らせしましたように、大和
田榮治前学長からのご寄付により、平成24～
29年度の6年間に渡り、卒業生のうち6年次
の総合演習の成績上位者2名に対し、「大和田

賞」として各10万円の奨学報奨金を授与する
こととなりました。第1回の授与式を平成24
年度学位記授与式内で行い、青木理沙さん、
久保葉月さんの2名が表彰を受けました。

「大和田賞」授与

「マクロライド系抗菌薬の臨床使用実態
に基づくクラリスロマイシン少量長期
投与の有効性に関する基礎的研究」
　クラリスロマイシン（CAM）は少量長期投
与で抗炎症効果を発揮することを処方実態
調査に基づき検証し、また低濃度より細胞
膜を直接保護することを溶血実験から明ら
かにしました。続いて、CAMの低濃度長時
間処理により炎症性サイトカインが転写因
子レベルで抑制されること、さらに酸化スト
レスに対する防御反応を増強させることを
明らかにしました。一方、高濃度CAMによる
長時間処理では、低濃度CAMのような改
善作用は認められませんでした。これらの
研究成果は、マクロライド少量長期投与療
法の臨床的有効性を示すと共に、基礎的な
エビデンスを提供するものです。

論文題目

岩山氏

「TNF-αによるインスリン抵抗性発現と
その改善機序の解明」

　インスリン抵抗性の発現メカニズム解明と
新たな糖尿病治療薬の探索を目的として、脂
肪細胞および2型糖尿病マウスを用いて検討
を行いました。その結果、糖尿病マウス血中
では、内臓脂肪由来サイトカインのTNF-αが
上昇しており、これがインスリン受容体基質
（IRS）-1のセリンリン酸化を誘導し、インスリ
ンによるIRS-1 チロシンリン酸化とそれに続
くキナーゼの活性化を抑制することにより、
インスリン抵抗性を惹起することを見出しま
した。さらに、AMPキナーゼが、IRS-1のセリ
ンリン酸化を抑制してインスリン抵抗性を改
善することを示しました。これらの成果は、
AMPキナーゼ活性化を作用機序とする新た
な糖尿病治療薬の開発に貢献するものです。

論文題目

柴田氏

「血管内皮細胞における
酸化ストレスとグルタチオンによる
防御作用に関する研究」
　動脈硬化性疾患の発症や進展には、酸
化ストレスに起因した血管内皮細胞の機
能障害が関係していると考えられていま
す。髙橋氏は、血管内皮細胞における酸化
ストレスの防御機構について研究を行い、
グルタチオンが重要な防御因子であるこ
とを示しました。また、グルタチオンは
mult idrug resistance-associated 
protein 1（MRP1）と連携して酸化スト
レスを抑制するという新しい防御機構を
明らかにしました。これらの研究成果は、
動脈硬化の予防策を指向する上で重要な
情報を与えるものです。

論文題目

髙橋氏

受賞した稲村明洋君（左）と長谷川遥さん（右）

表彰を受けた青木理沙さん（左）と久保葉月さん（右）
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があって友達ができた。今度は自分たちが
新入生をサポートしたいと思っていた。大
変だったけど、本当に楽しかった」といった
感想もありました。参加者全員にとって意
義のある行事となりました。今後さらに、充
実したイベントにしていきたいと思います。

　平成25年4月8日（月）、9日（火）、ガトー
キングダム札幌において新入生一泊オリエ
ンテーションを実施しました。今年で5年目
となる本行事は、新入生がクラス担任、学
生同士の親睦を深めるとともに、これから
始まる大学生活への不安を和らげ、スムー
ズに大学生活に入れるようになることを目
的としています。
　本年度は、2～6年の学部生20名のファ
シリテーター（進行役）を中心に、和やかな
雰囲気の中でスムーズに全体が進行しまし
た。特に夕食後のフリートークタイムは、昨
年以上に新入生、教員、先輩ファシリテー
ターの参加率が高く、会場が狭く感じるほ

どでした。参加した新入生からは、「友達が
できるか不安だったけど、名刺交換などで
知り合いが増えてよかった」、「担任の先生
が話しやすい人で良かった。クラスのメン
バーもいい人たちばかりだった」、「入学して
すぐにこういう機会を作ってくれて助かる。
先輩とも話すことができ、大学生活に向け
て少し不安が解消できた」といったコメン
トがありました。教員からは、「学生のよう
すが良くわかり、十分交流できた」、「学生
ファシリテーターの熱意が感じられ、良い
イベントだと思う」といった意見が聞こえま
した。また学生ファシリテーターからは、
「自分たちが新入生だったときにこの合宿

平成25年度 新入生一泊オリエンテーションを実施

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部
北薬大情報

  本年3月をもって定年退職された早瀬幸
俊教授（薬事管理学分野）の長年の功績に
対して、本学の名誉教授の称号を授与いた

名誉教授授与

　平成25年3月27日(水)～30日(土)に、
日本薬学会第133年会が横浜で開催さ
れ、本学5年生(現6年生)の小本健博君が
「薬剤師のタバコに関する調査　その2」
のタイトルで、優秀発表賞を受賞しまし
た。小本君は、田中三栄子講師、丹保好子

教授の指導のもと、共同演者の学生とと
もに北海道の病院および調剤薬局の薬剤
師を対象とした喫煙に関するアンケート
調査を実施し、薬剤師の喫煙の現状と喫
煙率を下げるための提案についてまとめ、
発表しました。

本学学生が日本薬学会第133年会で
優秀発表賞を受賞

　平成25年3月3日(日)、本学419実習室
において、昭和大学薬学部薬学教育推進
センター長である木内祐二教授を講師と
してお招きして、「北海道薬科大学カリ
キュラム作成FDワークショップ」を開催
し、本学の教員15名が参加しました。ワー
クショップでは、昭和大学で現在進行中

の、学習成果基盤型へのカリキュラム改訂
の考え方について講義があった後、グルー
プワークでカリキュラム作成を実践し、そ
の方法を学びました。グループワーク、成
果発表においては、グループ内外で活発な
議論が交わされました。

FDワークショップを開催

左から、受賞した小本君、共同演者の設楽君、田中講師、桜庭君

しました。贈呈式を平成25年5月16日(木)
に学長室で執り行い、渡辺学長より早瀬教
授へ称号記が授与されました。
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北海道薬科大学
大学院研究奨励生

北海道
尚志学園奨学生

●臨床薬学専攻博士1年 村尾  優
●臨床薬学専攻博士2年 千田明日菜、山  佳織
●生物薬学専攻博士3年 五十嵐将樹、佐藤恵亮

北海道
薬科大学
奨学生

2年：五十嵐彩香、齋藤裕介、佐藤綾香、丹野美咲、鍋城  竣、
　　 奈良悠汰、松尾望咲、村津圭俊、森下怜美、渡辺拓也
3年：池田大騎、石澤清心、川口侑城、久保貴司、逸見孝広、
　　 佐藤  楓、道見展尚、中川景介、長谷川剛志、洞内瑛里
4年：児玉佳奈美、坂井亜利紗、佐藤哲平、佐藤菜穂、新田侑生、
　　 檜山亜由美、藤澤春香、水野誠人、門野健二、山田晃己
5年：青山  剛、坂川  彩、貞川美穂子、恒本紗希、照井絢佳、
　　 成瀬李紗、眞坂拓実、山田将悟、山田大樹、湯浅麻記
6年：浅水駿充、阿部なつき、新井諒也、鵜野竜馬、加藤　梢、
　　 佐藤  宝、佐渡美穂、菅原久美子、竹田桂子、升井  樹

2年：櫻井  眞、里見洋輔、髙橋まどか、山﨑博章
3年：鈴木  生、髙橋雅也、丸山ことね、三浦綾華
4年：及川赳矢、中野浩一、西川真由、山本翔太
5年：茨木泰裕、奥野麻衣、清水麻衣、森野太一
6年：角谷直志、菅野貴寛、平野あゆみ、松崎円香

[ K A T S U R A ]かつら
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　平成25年度の大学院研究奨励生、尚志
学園および本学奨学生が決定し、5月9日
(木)に証書授与式を行いました。
　大学院生には、博士後期課程2名、博士課
程3名に、研究奨励金としてそれぞれ45万
円を給付しました。学部においては、今年度
より北海道尚志学園奨学基金による奨学生

が各学年3名から4名に増員となったことに
ともない、前年度に優秀な成績を収めた2～
6年生各4名に対し北海道尚志学園奨学生
としてそれぞれ24万円、各10名に対し本学
奨学生としてそれぞれ12万円を給付しまし
た。なお、学部1年生の奨学生は前期の成績
に基づき10月頃に決定します。

大学院研究奨励生、尚志学園奨学生、本学奨学生が決定

　平成25年4月13日(土)、新入生を対象
に二つの講演会を開催しました。一つめ
は、ノバルティスファーマ株式会社の角原
兼一郎氏による「喫煙と健康被害につい
て」、二つめは、北海道警察本部刑事部組
織犯罪対策局薬物銃器対策課の石川英
明警部補による「白い粉の恐怖～薬物乱
用の実態～」という講演でした。
　角原氏には、タバコを巡る諸問題につい

て幅広く解説していただきました。特に、薬
剤師がどのように治療面で関わっていける
かという話では、学生はいっそう真剣に聞
いていました。石川警部補の講演では、規
制薬物の恐ろしさ、最近問題になっている
脱法ドラッグの危険性などを分かりやすく
説明していただきました。いずれも薬学生
としての意識を高める講演で、新入生の気
持ちも引き締まる内容でした。

新入生対象講演会および歓迎会を開催

　また、同日午後からは桂青館で、桂青会
主催の新入生歓迎会が賑やかに行われま
した。新入部員を獲得しようと、各部やサー
クルがそれぞれ趣向を凝らした発表などを
行い、盛況のうちに歓迎会は終了しました。

にぎわう新入生歓迎会

2013.6.14117Vo l .

　平成25年度第1回就職相談会を4月19
日(金)に桂青館、319および419実習室に
おいて、北海道内外の病院（80）、薬局
（80）、製薬企業・医薬品卸・行政機関（10）
など、計170社の採用担当者のご参加のも
と開催しました。今年度第1回目の相談会
は、6年生を対象とする採用試験が4月1日
に始まることや、実務実習第I期が始まる前
に6年生が少しでも多く企業と情報交換を
行えるように考慮し、例年5月開催を1カ月
早めて開催しました。
　当日は11時より510教室において、オリ
エンテーション、渡辺泰裕学長と桜井光一

就職部長の挨拶、教員紹介を行い、ラン
チョンセミナー（薬系企業研究会）など就
職支援の取り組みを紹介しました。引き続
き、本学学生食堂に場所を移し、採用担当
者と教員による会食形式の昼食会を行い、
就職状況や学生に関する情報を交換しあ
いました。12時30分より15時30分まで、
それぞれのブースにおいて学生との個別面
談が行われました。学生の参加者は3年生
6名、4年生41名、5年生148名、6年生162
名および大学院生1名で、総数は358名で
した。学生は各ブースにおいて、採用担当者
より採用条件、職務内容、就職試験や勤務

地などの詳細な情報を収集しました。
　なお、平成25年度第2回就職相談会は
12月6日(金)を予定しております。就職相
談会を含めた就職に関する最新情報は、本
学ホームページ（www.hokuyakudai.ac.jp）上
に順次掲載します。

平成25年度 第1回就職相談会を開催 
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を支援する内容となっています。ぜひとも
受講し、自らの職能を高めてください。な
お、詳細については本学ホームページ
（http://www.hokuyakudai.ac.jp）の
「生涯研修」を参照してください。

　北海道薬科大学は平成20年度より薬剤
師生涯研修プロバイダーとしての認定を受
けています。平成25年度の研修プログラ
ムが下記のとおり決まりました。研修プロ
グラムは、薬剤師業務に関わるタイムリー

なテーマを扱うアップトゥデート講座、薬
剤師が必要とする基本的な技能を実習・演
習形式で学ぶスキルアップ講座、疾病ごと
の病態生理と薬物治療を系統的に学ぶ
フォローアップ講座からなり、薬剤師実務

平成25年度 薬剤師生涯研修プログラム

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部
北薬大情報

●平成25年度　開催講座予定

講座名

薬剤師
アップトゥデート

講座

薬剤師
教育研修会（　　）

チーム医療・在宅医療が進む
医療現場で起こる薬剤師の法的責任

チーム医療で処方設計及び提案を
実践するための医薬品情報の活用（仮題）

薬剤師を要とした地域医療連携
～健康から介護まで～

在宅が進む医療における
保険薬局の取組み（仮題）

50 サテライトキャンパス

50 サテライトキャンパス

50 サテライトキャンパス

50 サテライトキャンパス

50 サテライトキャンパス

50 サテライトキャンパス旭川医科大学　　　　　　　　　　　　　　　　　予定
旭川医科大学病院　薬剤部　　　　　　　　　　　予定

ＫＫＲ札幌医療センター　緩和ケア科 部長 瀧川千鶴子
手稲渓仁会病院
がん治療管理センター 緩和ケア室 久原　　幸

北海道大学病院　消化器内科 医局長 間部　克裕
北海道薬科大学 教　授 古田　精一

旭川医科大学　　　　　　　　　　　　　　　　　予定
北海道薬科大学 准教授 大滝　康一

旭川医科大学　　　　　　　　　　　　　　　　　予定
旭川医科大学病院　薬剤部　　　　　　　　　　　予定

旭川医科大学　　　　　　　　　　　　　　　　　予定
旭川医科大学病院　薬剤部　　　　　　　　　　　予定

北海道薬科大学 准教授 野呂瀬崇彦
外部講師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未定

北海道薬科大学 教　授 早勢　伸正
北海道薬科大学 准教授 坂東　　勉
北海道薬科大学 講　師 伊東　佳美
外部講師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未定

北海道薬科大学 准教授 大滝　康一
北海道薬科大学 教　授 佐藤　秀紀

(有)ファーマベスト
松井調剤薬局まつばら

　 管理薬剤師 豊田　義貞

北海道薬科大学 教　授 古田　精一

小樽掖済会病院 院　長 佐々木一晃
北海道薬科大学　 教　授 早勢　伸正
北海道薬科大学 教　授 加納誠一朗
北海道薬科大学 准教授 坂東　　勉
北海道薬科大学 助　教 藤本　哲也

北海道薬科大学 教　授 猪爪　信夫
北海道薬科大学 准教授 今田　愛也
天使病院　薬剤部  相馬まゆ子
天使病院　薬剤部  伊藤　　拓

琴似腎臓内科・泌尿器科 院　長 山地　　泉
手稲渓仁会病院 薬剤部長 本郷　文教
札幌医科大学　外科学第一講座 講　師 信岡　隆幸
札幌医科大学附属病院　薬剤部 専門員 高橋　和也
北海道薬科大学 教　授 郡　　修德

会　場受講
定数開催日講　師内　容回数

病態・薬物治療
フォローアップ

講座

薬剤師
スキルアップ
講座

ワクチンと小児の感染症

H25/5/17(金)

H25/7/12(金)

H25/9/7(土)

H25/11/22(金)

H25/5/26(日)

H25/6/23(日)

H25/7/28(日)

H25/8/25(日)

H25/9/29(日)

H25/10/27(日)

H25/12/1(日)

H25/10/5(土)

H25/11/9(土)

H25/12/14(土)

H26/1/18(土)

H26/2/8(土)

H26/3/8(土)

-

-

-

-

サテライトキャンパス

北海道薬科大学

北海道薬科大学

北海道薬科大学

サテライトキャンパス

北海道薬科大学

サテライトキャンパス

北海道薬科大学

サテライトキャンパス

函館市（場所未定）

サテライトキャンパス

明日から必ず役立つ輸液の基礎

事例検討で基礎から学ぶ
ＴＤＭの理論と実践

バイタルサインの測定と症例検討

「わかりやすい」「使える」
医薬品情報の収集と加工のポイント

薬剤師が担う
高齢者への食・栄養支援
～評価から実践的介入まで・
大切なのは気づき～

薬剤師のための
フィジカル・アセスメント
～褥瘡外用療法の知識と技術～

実習生、新人指導のための
プリセプターシップ
～効果的な指導のための
リーダーのあり方～

てんかん

虚血性心疾患・心不全

アトピー性皮膚炎

機能性胃腸障害

緩和医療

中外合同法律事務所 弁護士・薬剤師 赤羽根秀宜

合資会社どんぐり工房 代　表 菅野　　彊

福井大学医学部附属病院
 薬剤部 講師・副薬剤部長 中村　敏明

(有)メディフェニックスコーポレーション
薬局つばめファーマシー　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　萩田　均司

1
(105)
2

(106)

20

20

20

20

20

20

20

3
(107)
4

(108)

1

2

3

4

5

6

7

6

5

4

3

2

1
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り方の体験や、実験の手伝いをしてもらい
ました。新たな試みの計画・実行には準備
に時間がかかりましたが、私たちが学び得
たものはかけがえのないものとなりました。
　当日は、日本薬剤師会会長、北海道薬剤
師会会長も参加されたほか、道外各地から
の多くの薬剤師会の方々による見学・支援
で本キャンペーンを盛り上げていただき、大
盛況のうちに終えることができました。
　私は今回のキャンペーンが初参加だった
のですが、多くの方が携わることでこれだ
け大きなキャンペーンを行えることに驚き
ました。また実験の司会や薬物乱用防止局
の活動報告などでステージに立つ機会が
多く、そういった貴重な体験を通して多くの
ことを学ぶことができました。今年度も薬
物乱用防止局の一員として、薬物乱用防止
活動に積極的に参加し、多くの方に薬物に
対する正しい知識を持っていただけるよう
に努めていきたいと思っています。最後に、
この活動に興味・関心を持った本学学生の
皆さん、ぜひ一緒に活動していきましょう。

　平成25年3月10日(日)に札幌市のサッポ
ロファクトリーアトリウムにて開催された、
「第7回薬物乱用防止キャンペーン(ひとつ
の命を大切に vol.7)」に私を含む学部生
15名、院生1名が参加しました。
　本キャンペーンは、札幌薬剤師会と
AIR-G’ FM北海道をはじめとする多くの共
催・後援・協力・特別協賛(北海道日本ハム
ファイターズ・北海道フットボールクラブ)の
もと、『薬物乱用防止』を広く呼びかけるた
めに毎年実施されています。
　私たち薬物乱用防止局は、違法薬物や薬
物乱用について調べたことやその情報を発

信することによって、より多くの方に薬物乱
用の危険性を理解し、「薬物を絶対にやら
ない!」という強い意志を持ってもらうこと
を目的としてキャンペーンに参加させてい
ただきました。
　ステージ上では、例年好評の薬物乱用に
関するパネルクイズやクラシックライブ、
ヒップ・ホップダンス、北海道警察本部によ
る高校生とのディスカッション等があり、
キャンペーンを盛り上げていました。本学の
ブースでは漢方入浴剤の製作体験や、薬剤
師の仕事を体験してもらう「粉砕調剤」、
「液剤調剤」を行いました。
　また、私たちはステージ上で、北海道医療
大学の学部生と合同で違法薬物に誘われ
たときの対処法をテーマとした寸劇「ダメ！
ゼッタイ！と言おう！」を演じたり、化学反
応を使った実験などを行ったりしました。こ
の寸劇と実験は、私たち学生が一から脚本
や実験内容などを考案しました。会場に来
てもらった子供たちが参加できるような形
にし、実際に違法薬物に誘われたときの断

第7回 薬物乱用防止キャンペーンに参加して 2年　田口雄太

パネルクイズのようす

2013.6.14117Vo l .

合唱部 部長 3年　小熊栞

　皆さんは北海道薬科大学の大学歌を知っ
ていますか？
　大学歌は学位記授与式と入学宣誓式でし
か聞けず、よく知らない人が多いと思います。
合唱部は、在学生とご父母に大学歌を知って
いただくことと、学位記授与式に参加できな
い在校生の分も気持ちを込めて唱うことで
卒業生を祝福するために、平成19年に『合唱
サークル』として設立されました。設立当時は
1、2、3年生の男女合わせて20名が集まりま
した。しかし最近は、なかなか合唱をやってみ
たいという方が少なく、現在では、ピアノ伴奏
者1名を含む女子8名で活動しています。
　合唱は、札幌大谷短期大学部音楽科で
2013年3月まで音楽講師として教鞭をとり、
現在は札幌音楽家協議会に所属しておられ
る斎藤幸子先生が、設立当初から指導してく
ださっています。先生はとても優しく、本番前
で緊張している私達を笑顔で勇気づけてく
れます。先生は外部講師のため毎回の練習
にいらっしゃるわけではありませんが、明る

く楽しく基礎から丁寧に指導をしてくださる
ので、合唱が初めての方でも見違えるように
上達していくのがわかります。
　合唱部の活動は、まず学位記授与式と入学
宣誓式に向けての練習を目的として、大学祭で
もステージ発表を行っています。大学祭では
大学歌だけでなく、部員の皆で唱いたい曲を
決めて、ジブリやJ-POPなど幅広く唱います。
　今年の学位記授与式は、人数不足などか
ら思ったように練習の成果が発揮できませ
んでした。しかし、入学宣誓式では、会場が例
年よりも広かったこともあり不安でしたが、
練習の成果を発揮できたと思っています。
  私は、入学式の時に合唱サークルの人たち
が大学歌を唱っている姿が印象に残ったこ
とと、中学生の時に音楽部で唱うことが楽し
かったこともあったため、友人と共に入部し
ました。入部して楽しかったことは、先輩、後
輩と一緒に学位記授与式、入学宣誓式で大
学歌の合唱を成功させるという一つの目標
に向かって、一生懸命練習して成果を発揮で

きたことです。
　私達は一緒に唱ってくれる人とピアノ伴奏
者を募集しています。｢人前で唱うことが恥ず
かしい｣、｢歌があまり上手ではないから｣とい
う人もいるでしょう。しかし、合唱は一人では
なく皆でお互いを支えながら唱います。｢一人
では歌えない｣という方こそ一歩を踏み出し、
私達と一緒に大学歌を唱いましょう。
　合唱部のことを詳しく知りたい方や、これ
を読んで合唱に少しでも興味を持った方は
遠慮せず、yaku_syo@yahoo.co.jpに連絡
してください。

皆に届ける歌声
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交通課企画係長による交通安全講習会を
行いました。

　平成25年4月24日(水)に、平成25年度
SDA(安全運転者の会)総会および交通安
全講習会を約270名の学生の参加で開催
しました。総会は現SDA会長・井門紗優果
さん(4年)の司会で進められ、新会長とし

て近江谷允明さん(2年)を選出しました。
平成24年度決算と平成25年度予算が承
認された後、「セーフティラリー北海道
2013」の紹介と参加申込の案内を開始し
ました。引き続き、小樽警察署の久保栄二

交通安全講習会(SDA総会)を開催

ログラムの紹介、Webシステムの改良点や現
在改訂が進められているモデル・コアカリキュ
ラムに関する報告を行いました。総合討論で
は、実際に学生を受け入れている施設からの
質問に対し活発な意見が交わされました。

　平成25年4月14日(日)、北海道地区調整機
構、北海道薬剤師会、北海道病院薬剤師会、
および道内薬系3大学の共催で、「北海道薬学
実務実習フォーラム2013」を開催しました。
　本フォーラムは、6年制薬学部の実務実習

の改善・整備を目的に、調整機構、受入施設お
よび大学がそれぞれの取り組み内容を報告
し、より実りある実習の実現を目指すもので
す。今回は、受け入れ施設での様々な取り組
み事例や大学での実習前後における教育プ

「北海道薬学実務実習フォーラム
2013」を開催

かと思っていたほどです。しかし、Rob先生の
指導の下、毎日の授業に参加していく中で、英
語を話すことの楽しさや、新しい単語や表現
を学ぶことができる喜びを感じるようになり
ました。｢理解してくれるかどうかわからないけ
れど、とにかく言葉にしてみよう｣という意欲
が芽生え、私は異国の言語を学ぶ楽しさを見
出せたように思えました。そして、自分でも驚
いていますが、英語が好きになりました。
　ハワイと日本のたくさんの違いに触れなが
らも、共通して感じたのは、人の温かさです。私
のつたない英語に耳を傾けてくれる方や、少し
困った顔をしていると優しく話しかけてくれる
方、そういったたくさんの方々に出会えたこと
は、私たちの滞在中の安心感に繋がりました。
　海外語学研修に興味を持っている方は、是非
参加されることをおすすめします。機会があれば
迷わず一歩を踏み出してみて欲しいと思います。
異国の文化に触れてみることで、見えてくる自国
の文化や、自分自身の性格があると思います。見
えたことによって自分を嫌いになるか、好きにな
るかは人それぞれだと思いますが、私はほんの少
しだけ、自分のことが好きになれた気がします。

　｢2週間｣という期間を、皆さんはどのように考
えるでしょうか。長い、と感じる人は少なくはな
いと思います。私も今回の語学研修に参加する
までは、そのうちの1人でした。1日1日が充実して
いると、ここまで短く感じる2週間もあるものな
のだなと驚き、帰路についたのを覚えています。
　初日、ハワイの地に足を踏み入れてみてまず
感じたのは、環境の違いでした。同じ3月とは
思えないほどの気温の高さ、そして、生えてい
る植物も違い、異国に来たと実感するまでに
は、さほど時間を要しませんでした。また、いた
るところで耳に入ってくる英語の会話に動揺
し、別に話しかけられているわけでもないの
に、動悸が激しかったのを覚えています。私
は、英語を話すのも読むのも、さほど得意な方
ではなかったため、これから始まる2週間の英
語の生活に大きな不安を抱いていました。
　ハワイでの平日の過ごし方は、午前はハワイ
大学でRob先生が授業をしてくれたり、大学の
同世代の学生さん方と英語で話す機会を設け
てくれたり、生薬の原料となる植物も含む植物
園や、病院、薬局、ドラッグストアの見学に連れ
て行ってくれたりと、毎日違うことを経験するこ
とができました。特に、医療機関への見学では、
日本との違いをいくつか見つけました。特に驚
いたのは、アメリカの薬剤師は、患者さんに注

射をすることができるということです。そのた
め、薬局でインフルエンザの予防接種用の注射
器も取り扱っていました。また、日本で最近
OTC薬となった、アレグラ（フェキソフェナジ
ン）という抗アレルギー薬は、アメリカではパス
ポートがないと購入できないほどの、危険な薬
として扱われていることも知りました。アレグラ
に含まれる成分を利用して、麻薬のようなもの
を作る人が出てきたからだと聞きました。この
ことから、同じ｢医療｣という現場の中でも、国に
よって考え方の差があることを学びました。
　午後からは、地図とガイドブックを片手に、
いろいろな地域の観光に行きました。3日間連
続で海へ行ったり、ダイヤモンドヘッドに登っ
たり、ショッピングをしたり、アサイボウルを食
べたり、土日は全員でツアーに行ったりと、毎
日飽きることなく観光を楽しむことができまし
た。しかし、その中で必ず必要だったのが英語
を話すということでした。料理を注文する際は
もちろんのこと、人に道を尋ねるときも、英語
が必須でした。
　私は初め、生活の中で英語を話すことに抵
抗を感じていました。単語や文法の正誤はもち
ろんのこと、発音に関しても全く自信が持てま
せんでした。下手に発言して恥をかくよりは、
誰かに任せておけばやり過ごせるのではない

ハワイ語学研修の報告書 4年　近藤好

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部
北薬大情報

Rob先生の授業のようす
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●Good Lecturer賞受賞者および主な担当科目一覧　平成24年度の「Good Lecturer賞」の
受 賞 者 が 決 定しました 。「 G o o d  
Lecturer賞」は、前・後期の最終授業アン
ケート時に、良い授業を提供していると思
う教員を学生の皆さんが投票した結果で
決まります。受賞者と主な担当科目は以下
のとおりです。新任教員に受賞者の授業
を参観してもらうなどして、授業改善につ
なげていきます。

平成24年度の「Good Lecturer賞」が決定

[ K A T S U R A ]かつら

P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E

　私は昨年、自由科目セミナー「どんな薬剤
師になりたいかを考えてみよう！～アメリカ
薬学生との交流を通じて～」を受講しまし
た。私がこのセミナーに参加しようと思った
のは、日本とアメリカの薬剤師の違いにつ
いて興味があったことと、色々な人とディス
カッションをしたいと思ったからです。
　このセミナーは、山下美妃先生、町田麻
依子先生のもと４年生５人を受講者として
開講されました。セミナーは、前半９～１１
月と後半１～３月の二つの時期に大きく分
かれます。
　まず前半では、日本とアメリカの医療、
薬剤師の違いについて学んだ後、日本の薬
剤師の現状と今後の薬剤師に求められて
いることを話し合い、自分の理想の薬剤師
像について考え、意見を共有しました。そ
の後、英語で書かれた症例に基づいて患
者の治療について考える症例解析の練習
をしました。
　｢どのような薬剤師になりたいか｣を考え
始めるのは５、６年になってからという人
が多いと思いますが、早期から自分の考え
を文章にすることで、それまで漠然として
いたイメージが整理できました。また、受
講者間で意見交換し、ほかの人のいろいろ
な考えに触れることで薬剤師のとらえ方
の幅が広がりました。目指す姿が見えたこ
とで、学習意欲も向上したと思います。
　後半は薬学共用試験終了後に再開さ
れ、アメリカのノースカロライナ大学の
Dennis Williams先生とその教え子の薬

学生たちとのビデオチャットを用いた症例
ディスカッションを計３回行いました。こ
のディスカッションでは５年生の先輩たち
３人が加わり、サポートしてくれました。
　初めに全体での顔合わせがあり、お互
いに知りたいことについてフリートークし
ました。その後、それぞれが英語で短時間
の自己紹介ビデオを作り、ノースカロライ
ナ大学の専用サイトで公開しました。この
サイトでは、ディスカッションの時間では
話しきれなかったこと、疑問に思っている
こと、医療の中で問題となっていること、
趣味や学校生活についてなど幅広く自由
に書き込むことで情報交換しました。難し
いテーマもありましたが、アメリカの学生
と楽しく交流することができました。
　症例解析は、日本とアメリカで共通の
疾患を題材として扱い、ガイドクエスチョ
ンに対する意見交換をメインに行いまし
た。症例が英語であるため解釈が難しく、
現在の病態と治療を考慮しながら日本に
おける治療を様々な視点で考える必要が
あり、さらにディスカッションはビデオ
チャットを用いたリアルタイムでの話し合
いだったので苦労しました。しかし、時間
をかけて症例解析を練習していたので、
実践的治療方法について考えるポイント
や調べるコツを把握でき、本番では効率
的に調べることができました。実際に現
場に出ると薬剤師として薬の選択が求め
られることも多いと思うので、授業以外
で多くの症例に触れられたことはプラス

アメリカの薬学生との
症例ディスカッションを通じて感じたこと

になっていくと思います。
　ディスカッションを通じて気付いたこと
は、日本とアメリカでの薬の使い方、病気
のとらえ方、薬剤師の位置づけの違いで
す。日本の薬剤師も、アメリカの薬剤師の
ようにもっと積極的に薬物療法に参画し、
周囲からの信頼を得ていかなくてはと感
じました。一方で、誰もが平等に薬物治療
を受けることができる日本の皆保険制度
の良さに改めて気付きました。
　最後に、このセミナーは英語が中心とな
ります。ディスカッションはもちろん、症例
もネット上の交流もすべて英語です。英語
が嫌いな人は大変だと思いますが、苦手な
人でも英語が好きなら大丈夫です。伝えよ
うとする努力や事前に調べておくことで対
応はできますし、先生方も助けてくれます。
アメリカの薬学生と交流したり、症例や文
献を読んで知識や考えの幅を広げるチャン
スです。症例の勉強をしたい人や英語に慣
れたい人には特におすすめです。共通の目
標に向かって、これまで関わったことのな
い人との話合いの中で自分が成長できるセ
ミナーです。ぜひ参加してみてください。

前期
教員名 担当科目

学年

1年
2年
3年
4年
5年

渡部智希  講師

水上徳美  准教授

丹保好子  教授

坂東　勉  准教授

山下美妃  准教授

物理学 I

有機化学 II

公衆・環境衛生学

臨床薬理学

処方解析学

後期
教員名 担当科目

桜井光一  教授

山下　浩  准教授

山下美妃  准教授

早勢伸正  教授

生化学 I

生薬学 II

薬物治療学 I

薬物治療学 III

2013.6.14117Vo l .

5年　楠美克紀
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●若手研究(B)　丁野純男 教授
「線溶機能を搭載した経気道投与型DDSを基盤とする
肺線維症治療の新発想」

●若手研究(B)　髙栗　郷 講師
「細胞膜メタロプロテアーゼADAMによる
インスリン情報伝達系制御機構の解明」

●若手研究(B)　髙橋夏子 講師
「がん化学療法施行時における
食品成分併用リスクの免疫学的評価」

●若手研究(B)　戸上紘平 講師
「線溶作用を有する微粒子製剤による
肺線維症治療システムの開発」

継 続新  規

平成25年度理事長発令の校務役職を
お知らせします。

人事異動のお知らせ 校務役職発令
◇教員
●採用（平成25年4月1日付）

教授  佐藤秀紀（臨床薬学系薬物治療学分野）
教授  多田　均（社会薬学系薬事管理学分野）
講師  伊藤萌子（基礎薬学系生命科学分野）
講師  戸上紘平（基礎薬学系薬剤学分野）
助教  向　祐志（臨床薬学系臨床薬理学分野）

◇職員
●採用（平成24年10月1日付）

総務課契約職員  大野彩美

総務課主事  武部夏生
教務課主事  庄司さなえ
学生課主事  中山大輔
入試広報課主事  宮武真知
図書課契約職員  渡邊奈央

●採用（平成25年4月1日付）

●退職（平成25年3月31日付）

教授  野村憲和（臨床薬学系薬物治療学分野）
教授  早瀬幸俊（社会薬学系薬事管理学分野）

●転入（平成25年4月1日付）

管理課長  猿田幹雄（法人、総務課長から）
入試広報係長  石﨑彩子
（工大、修学支援課主事から）

●昇格（平成25年4月1日付）

事務局長  髙島宏恭（薬大、管理運営グループ長）
総務課長  木原雅人（薬大、総務係長）
総務係長  菅原節夫（薬大、総務課主事）
教務係長  小林裕樹（薬大、学生課主事）

●配置換え（平成25年4月1日付）

実務実習係長  上田　豊（薬大、教務係長）
総務課主事  渡邊忠則（薬大、管理課長）

●退職（平成25年3月31日付）

図書課契約職員  畠江理子

●転出（平成24年7月31日付）

総務課契約職員  池田瑞季
（工大、入試広報課主事へ）

●転出（平成25年3月31日付）

事務局長  角田孝敏（短大、事務局長へ）
入試広報係長  横山淳一
（工大、学生支援課長へ）

教務課主事  西谷　強（工大、図書係長へ）
総務課主事  三上祐理子
（法人、人事課主事へ）

●転出（平成25年3月31日付）

准教授  遠藤菊太郎（工大、教授へ）
准教授  伊藤三佳（工大、准教授へ）
准教授  川嶋恵子（工大、准教授へ）

学 長 渡辺泰裕
副学長 渡辺一弘（薬学科長兼任）

猪爪信夫

薬  学  科     基礎薬学系主任 伊藤慎二
薬  学  科     臨床薬学系主任 早川　達
薬  学  科     社会薬学系主任 黒澤菜穂子
薬  学  科     薬学教育系主任 島森美光
薬  学  科     基礎教育系主任 高木英利

大学院 運営部      部長 猪爪信夫
教    務    部       部長 渡辺一弘
学    生    部       部長 黒澤菜穂子
就    職    部       部長 桜井光一
入    試    部       部長 佐藤久美
広    報    部       部長 戸田貴大

図書館・医薬情報センター   館長 郡　修徳
薬  用  植  物  園      園長 早勢伸正
実験動物センター     センター長 佐藤久美
ＲＩセンター         センター長 伊藤慎二
中央機器センター    センター長 江川祥子

情報システムセンター  センター長 島森美光
薬学教育センター     センター長 島森美光
生涯学習センター     センター長 早川　達

第98回薬剤師国家試験結果が厚生労働省より発表さ
れました。本学は受験者206名のうち140名が合格し、
合格率は67.96%でした。

第98回
薬剤師国家試験結果

平成25年度の学部入学試験を予定どおり実施しました。
入試状況は、志願者1,017名、受験者986名、合格者483
名でした。

平成25年度
学部入学試験結果

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部
北薬大情報

　文部科学省および日本学術振興会から、
平成25年度の科学研究費補助金の交付内
定が通知されました。内定者および研究課
題名は次のとおりです。

平成25年度 科学研究費補助金
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平成25年度 年間行事予定
4日（木）

 　

10日（水）
13日（土）
15日（月）

24日（水）
25日（木）
13日（月）
15日（水）
20日（月）
29日（水）
7日（金）

14日（金）
20日（木）
24日（月）
28日（金）
5日（金）
8日（月）
16日（火）
18日（木）
22日（月）

29日（月）
30日（火）
31日（水）
2日（金）
3日（土）
4日（日）
5日（月）

19日（月）

29日（木）

4日（水）
9日（月）
12日（木）
27日（金）

入学宣誓式 
基礎学力試験（学部1年） 
ガイダンス（～12日） 
学生定期健康診断（～12日） 
新入生1泊オリエンテーション（新入生：～9日） 　
第1回実力テスト（学部4年：～9日） 
テキスト販売（～12日） 
新入生講演会、桂青会新入生歓迎会 
前期始講 
マナーセミナー（学部1年：4～6講目） 
第１回就職相談会 
SDA（安全運転者の会）総会、交通安全講習会 
仮進級試験(学部6年：～26日) 
実務実習①（学部6年：～7月26日） 
開学記念日 
第１回実力試験（卒延：～21日） 
前期定期試験（学部5年：～31日） 
前期定期試験結果発表（学部5年） 
臨時試験（学部1年） 　
第2回実力テスト(学部4年) 
全学町内清掃活動(4～6講目) 
第2回実力試験（卒延：～21日） 
アーリーエクスポージャー（学部1年：～28日） 
就職、事前学習III、実務実習、卒業研究ガイダンス、就職講演会(学部5年) 
体育大会・大学祭（～7日） 
大学祭振替休日 
前期終講（学部5年） 
総合演習試験（卒延：～19日） 
仮進級試験（学部5年：～23日） 
前期終講（学部2～4年） 
実務実習①終了（学部6年） 
前期追・再試験（学部5年：～31日） 
国試･演習IX･総合演習、就職ガイダンス(学部6年) 
前期定期試験（学部2～4年：～8月6日）
前期終講（学部1年） 
第1回オープンキャンパス 
第2回オープンキャンパス 
前期成績発表（学部5年） 
前期定期試験（学部1年：～9日） 
実務実習事前学習III(学部5年：～27日) 
総合演習第1回試験(学部6年：～20日) 
前期定期試験結果発表(学部1年～4年） 
仮進級試験（学部2～4年：～23日） 
前期追・再試験（学部1～3年：～9月2日、4年：～30日） 
白衣授与式（学部5年） 
後期始講（学部6年） 
卒業発表（卒延） 
薬学共用試験CBT体験受験（学部4年：～3日） 
実務実習･卒業研究開始（学部5年） 
実務実習②（学部5年：～11月15日） 
学位記授与式（卒延） 
後期始講（学部4年） 
後期始講（学部1～3年）、前期成績発表（学部1年～4年） 
卒業研究発表会（学部6年：～13日） 
前期成績発表（学部6年）

4月

5月

6月

7月

8月

9月

6日（日）
19日（土）
21日（月）
26日（土）
28日（月）
31日（木）
5日（火）
7日（木）
8日（金）
9日（土）

16日（土）
17日（日）
18日（月）
22日（金）
25日（月）

4日（水）
6日（金）
10日（火）
11日（水）

19日（木）
21日（土）
6日（月）
7日（火）
22日（水）
23日（木）
24日（金）
25日（土）
1日（土）
2日（日）
3日（月）
10日（月）
13日（木）
17日（月）
18日（火）
19日（水）
22日（土）
25日（火）
26日（水）
27日（木）
1日（土）
2日（日）
9日（日）
13日（木）
15日（土）
21日（金）

第3回オープンキャンパス 
父母懇談会（地方：～20日） 
体験学習（学部2～3年：～11月1日） 
父母懇談会（本学） 
総合演習第2回試験(学部6年：～29日) 
後期終講（学部4年） 
後期定期試験（学部4年：～7日） 
薬学共用試験ガイダンス（学部4年） 
第3回実力テスト（学部4年） 
修士課程（1次）･博士課程（1次）入学試験 
後期定期試験結果発表（学部4年） 
実務実習②終了（学部5年） 
公募制推薦・社会人入学試験（学部） 
指定校・系列校推薦・AO入学試験（学部） 
事前学習II（学部4年：～29日） 
就職ガイダンス・マナーセミナー（学部5年） 
薬学生のための就職基礎講座（学部5年：～27日） 
冬道交通安全講習会 
総合演習第3回試験（学部6年：～5日） 
第2回就職相談会 
就職ガイダンス、就職部OB･OGによる就職講演会（学部5年）
就職講演会（学部5年） 
冬季休業開始（学部1年） 
科目別実力テスト（学部2～3年：～13日） 
薬学共用試験CBT（学部4年：～13日） 
事前学習I（学部4年：～1月21日） 
冬季休業開始（学部2～6年） 
実務実習③（学部5年：～3月20日） 
冬季休業明け始講（学部1～4･6年） 
後期終講（学部1～3年） 
総合演習第4回試験（学部6年：～24日） 
博士論文発表会 
薬学共用試験OSCE（学部4年：～26日） 
一般入学試験前期Ａ日程（学部） 
一般入学試験前期Ｂ日程（学部） 
後期定期試験（学部1～3年：～7日） 
雪かきボランティア活動（全学年） 
総合演習追・再試験（学部6年：～14日） 
修士課程（2次）･博士課程（2次）入学試験 
後期定期試験結果発表（学部1年～3年） 
薬学共用試験CBT追・再試験（学部4年） 
薬学共用試験OSCE追・再試験（学部4年） 
後期追・再試験（学部1～3年：～28日） 
後期追・再試験（学部4年：～28日） 
卒業発表 
薬剤師国家試験（学部6年：～2日）（予定） 
海外語学研修（学部1～3年：～16日） 
一般入学試験後期日程（学部） 
進級発表 
学位記授与式 
実務実習③終了（学部5年） 
就職ガイダンス（学部6年）

10月

11月

12月

1月

2月

3月

5日（金）

8日（月）

19日（金）

8日（土）

26日（金）

7日（水）

22日（木）

28日（水）

2日（月）

15日（金）

12日（木）

下 旬

下 旬
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オープンキャンパスのご案内

◎オリエンテーション　◎模擬講義　◎体験実習　
◎ウエルカムランチ（無料）　◎施設見学　◎入試相談

◎募集学部・学科／薬学部・薬学科（修業年限6年）
◎入学定員／210人

オープンキャンパス参加のお申し込み・お問い合わせ先
交通アクセス／ＪＲ「銭函駅」から本学までの無料送迎バスを運行します。

（入試広報課）

http://www.hokuyakudai.ac.jp/本学に関するよりくわしい情報は、ホームページでご覧ください。

※ 一般入試前期のA日程・B日程の両日受験も可能です。試験科目の詳細な範囲は学生募集要項を参照してください。

（概要）学生募集要項
平成26年度

オープンキャンパス
メニュー（予定） 

☎0134-62-1945

● AO入試

● 社会人入試● 推薦入試

● 大学入試センター試験利用入試● 一般入試

医療の現場で働く薬剤師の仕事や役割を、模擬講義や多彩な体験実習を通して知ろう！

10：00～15：00

10月6日8月4日
10：00～15：00

8月3日
10：00～15：00

（日）（日）（土）

募集人員

出願期間

試験日

試験地

選抜方法

47人 3人

前 期 後 期

平成26年1月6日（月）
～1月23日（木）必着

平成26年2月24日（月）
～3月3日（月）必着

平成26年
2月1日（土）

平成26年
2月2日（日） 平成26年3月9日（日）

本学、函館、釧路、秋田、仙台、東京 本　学

試験（数学、外国語、理科）

※
A日程 B日程

募集人員

出願期間

試験日

試験地

選抜方法

3人

平成25年11月1日（金）～11月8日（金）必着

平成25年11月16日（土）

本学

基礎学力試験（数学、外国語、理科）、面接

募集人員
面談申込期間

試験地

20人 15人 2人
同窓生子女 後継者育成 障がい者

平成25年7月16日（火）～9月6日（金）必着
平成25年8月1日（木）～9月6日（金）必着
平成25年11月1日（金）～11月8日（金）必着

【いずれか1日を選択】平成25年8月4日（日）、9月14日（土）、15日（日）、29日（日）、10月5日（土）
平成25年11月17日（日）

本　学
面談、基礎学力確認（化学Ⅰ）、通信添削

面接（グループ）、出願書類

募集人員

試験日・試験地

選抜方法

12人 3人

前 期 後 期

平成26年1月6日（月）
～1月28日（火）必着

平成26年2月24日（月）
～3月3日（月）必着

本学独自の試験は実施しません。 

試験（数学、外国語、理科）

出願期間

募集人員

出願期間

試験日

試験地

選抜方法

50人25人 30人

公募制推薦 指定校推薦 系列校推薦

平成25年11月1日（金）～11月8日（金） 必着

平成25年11月16日（土） 平成25年11月17日（日）

本　学

書類審査、面接（グループ）書類審査、基礎学力試験（数学、
外国語、理科）、面接（グループ）

出願期間
1次審査
2次審査
1次審査
2次審査

1次審査
2次審査

試験日

選抜方法

〒047-0264 7番1号
TEL: 0134-62-1945   FAX: 0134-62-5161
HP: www.hokuyakudai.ac.jp

企画編集・発行： 北海道薬科大学 入試広報課

ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見解決能力、マネジメント
能力といった基盤能力を基に、専門性を身につけている人材が社会に
必要です。単なる「Professional」だけではなく、後付けの「Professional+」
でもない、基盤能力を前提とする「+Professional」を育成すること。すべて
の設置校に共通する、わたしたちのスローガンです。



●キャンパス移転情報
●本学キャラクターの名前が決定！

●白衣授与式を挙行
●桂青会役員委嘱状交付式を挙行

●本学大学院生が日本薬学会北海道支部 第140回例会で学生優秀発表賞を受賞
●卒業研究発表会を開催

●第38回北薬祭・体育大会を開催
●学生部長表彰の授与式を挙行

●イリノイ大学留学報告
●北薬会 第36回定期総会・懇親会

●父母後援会定期総会を開催
●第1回・第2回オープンキャンパスを開催

●中学生と保護者を対象にした薬剤師体験教室を開催
●薬剤師体験セミナー函館を開催
●赴任のご挨拶（多田均教授）

●新任のご挨拶（伊藤萌子講師）
●新任のご挨拶（向祐志助教）

●野呂瀬准教授が日本薬学会北海道支部 医療薬学貢献賞を受賞
●退職教員

●前期授業アンケート結果
●全国19政令指定都市薬剤師会「薬物乱用防止キャンペーン」にボランティアとして参加

●平成25年度「秋山記念生命科学振興財団研究助成」に採択される
●各地の基幹病院に聞く「砂川市立病院」 地域医療と多様化する薬剤師の役割

C O N T E N T S

3
中学生向け体験教室での薬用入浴剤づくり2

北薬祭での模擬店のようす1

薬物乱用防止キャンペーンのようす
卒業研究発表会のようす4

1

2

3

4

P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部
北 薬大情報

発行：北海道薬科大学　〒047-0264 小樽市桂岡町7番1号
TEL（0134）62-5111  FAX（0134）62-5161
URL http: //www.hokuyakudai .ac . jp
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　本学の、平成27年4月の前田キャンパス
（札幌市手稲区）への移転に向けて、現在、
薬大専用棟や北海道工業大学（平成26年
4月より北海道科学大学）との共用講義棟
の建築が始まっています。その概要につい
てお知らせします。

キャンパス移転情報

　教育研究を推進するための建物です。建物の半分は教員研究室、
図書館分室・学習室、薬学教育センター、5・6年生の学習室などで、
卒業研究等の研究・学習を行う学生が日常的に利用することができ
る施設になっています。その他、教員実験研究室、実験動物室、中央
機器室、臨床薬学系実習室（模擬薬局実習室、シミュレーター演習
室、無菌室、TDM室など）、多目的研修室、学生実験実習室が配置さ
れます。各室はユニット式になっており、必要に応じてユニットを再
編することで、学内組織の変化に対応できる設計になっています。

◆薬大専用棟
　講義室、食堂、売店、学園の法人本部、事務組織が入る建物です。1
階には食堂、コンビニエンスストア、書店、ATM、教務課・学生課、講
義室などが設置されます。2階は薬大と北海道科学大学の講義室、3
階は薬大の講義室になります。共用講義棟の2階と薬大専用棟の2
階は通路で連結し、相互に行き来することができます。4階には法人
本部、総務・管理系の事務部門が入る予定になっています。

◆共用講義棟

　大学祭開催に合わせて7月6日（土）より行っていた本学キャラクターネーミングコンテス
トですが、応募総数151件の中から男の子・女の子それぞれ20件に絞って決選投票を行っ
た結果、次のようにキャラクターの名前が決定しました！

　また、9月9日（月）、キャラクターネーミ
ングコンテストの表彰式を行い、「ほくや」
の名付け親である菅原秀登さんと松尾一輝
さんの代理で松尾望咲さん、「のむよ」の名
付け親である小野寺祐人さんの3名が出席
しました。戸田貴大広報部長より、賞状と
副賞のクオカード、「ほくや」と「のむよ」が
デザインされた本学のオリジナルグッズが
贈呈されました。
　たくさんのご応募・ご投票ありがとうござ
いました。これからも、「ほくや」、「のむよ」
をよろしくお願いします。

本学キャラクターの名前が決定！

●名付け親
菅原秀登さん（小樽市）
森川美月さん（小樽市）
松尾一輝さん（千歳市）

ほくや のむよ

男の子 女の子

●名付け親
小野寺祐人さん
（学部６年）

「くん」や「ちゃん」を付けるなどして、自由にお呼びください。

北海道薬科大学専用棟

共用講義棟

北海道工業大学
保健医療学部棟

左から松尾さん、菅原さん、小野寺さん

※写真は完成イメージで実際とは異なる場合があります。

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部
北薬大情報
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　8月28日（水）、札幌ガーデンパレスにて
平成25年度白衣授与式を挙行しました。白
衣授与式は、これから病院・薬局での各11
週間にわたる実務実習に臨む5年生に対し
て、意識を高め、医療現場に入る自覚を持っ
てもらうことを目的として行っています。
　授与式では、初めに各分野責任者の教員
から白衣が授与されました。渡辺泰裕学長
からの告辞の後、北海道地区調整機構委
員水島久美様、北海道薬剤師会副会長有
澤賢二様、北海道病院薬剤師会会長井関
健様、北海道薬科大学模擬患者の会を代
表して原谷宏治様よりご祝辞を戴きまし
た。その後、5年生207名を代表して清水麻
衣さんが宣誓を行い、桂青会会長髙橋雅
也君から清水さんに花束が贈られました。

白衣授与式を挙行

記念の集合写真

5年生を代表して清水さんが宣誓白衣授与のようす

　5月13日（月）17：30より、銭函大山にて
平成25年度桂青会役員委嘱状交付式を
挙行しました。引き続き開催した懇親会で
は、学長や学生部長、学生部主任と新旧桂
青会役員が、これからの桂青会活動のあ
り方等について積極的な意見交換を行い
ました。今年度の桂青会役員は次のとおり
です。

桂青会役員委嘱状交付式を挙行

委員長 髙橋雅也（3年）
副委員長 日下陽介（2年）
書記 田代有紀（3年）
 齋藤裕介（2年）
会計 小林大祐（3年）
 佐藤央勝（1年）
監査 中村和也（3年）
 中山景太（3年）

【クラブ局】
局長 鎌田稔也（2年）
副局長 髙橋直也（2年）
会計 樺澤拓隼（1年）
【地域連携局】
局長 藤兼由佳（2年）
副局長 添田章仁（2年）
会計 早川ゆう（1年）

【障がい者支援局】
局長 竹内勇揮（3年）
副局長 鈴木翔平（2年）
会計 森 大樹（2年）
【薬物乱用防止局】
局長 東  敬太（2年）
副局長 千村太一（2年）
会計 竹内智重（2年）

【大学祭企画局】
局長 中山由子（3年）
副局長 立川啓祐（1年）
会計 上野裕大（1年）
【体育大会企画局】
局長　   長谷川幹朗（2年）
副局長 鍵谷瑞穂（2年）
会計 中村健人（2年）
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　5月18日（土）に、第140回日本薬学会北
海道支部例会が札幌コンベンションセン
ターで開催され、本学博士課程2年生の山
佳織さんが「エパルレスタットのシュワン細
胞における相反する二面性作用」のタイト

ルで、学生優秀発表賞を受賞しました。糖
尿病性神経障害治療薬であるエパルレス
タットに新たな作用を見いだし、ドラッグ・
リプロファイリングにつながる可能性が高
く評価されました。

本学大学院生が日本薬学会北海道支部
第140回例会で学生優秀発表賞を受賞

　今春、昨年度の実行委員経験者に新たな
実行委員を加え、北薬祭実行委員会を結成
いたしました。昨年、私は露店部長として北
薬祭の準備に取り組んでおりましたが、今年
度は北薬祭実行委員長という大役に就かせ
ていただきました。この役職に就任して以
来、私は今年度の北薬祭の準備・活動にあた
り、昨年の経験を基に明確化した反省点と
改善点を最大限に活かすことに重きをおい
て動いて参りました。北薬祭実行委員会結
成から北薬祭当日に向けての約2カ月間、長
いようであっという間でしたが、無事に北薬
祭を終えることができ、ほっとしております。
　さて、今年度の北薬祭のテーマは「歌舞歓
楽（かぶかんらく）」となりました。これは、
「遊び興じる」という意味を持つ言葉であり、
北薬祭にご来場いただいたすべての方に喜
び楽しんでいただけるよう、委員の掲げる目
標として考えました。テーマに向かって実行
委員が互いに意見を出し合いながら、試行錯
誤と悪戦苦闘を繰り返して迎えた北薬祭で

したが、当日は天候にも恵まれ、多くの方々に
ご来場いただき大変賑わいました。NON 
STYLEとスピーカーズのお笑いライブ、雑学
王決定戦や三輪車レースといったイベントも
大いに盛り上がり、恒例の花火は大変綺麗
に夜空を彩りました。思い残す面は多々ある
ものの、今年度の北薬祭は大成功となり、私
といたしましても満足しております。
　今回、私は実行委員長としての責任感を
始め、様々なものを学ぶことができました。
また、北薬祭という大規模な行事を運営して
いく中で、教職員や学生、事業者等の多くの
方 と々連携するためのコミュニケーションの

重要性は、私だけでなく実行委員全員が学
んだことでもあると思います。
　最後になりましたが、北薬祭にご協力くだ
さった大学関係者の皆様、事業者の皆様、地域
の皆様、そして私を支えてくれた委員の皆様に
厚く御礼申し上げます。本当にお疲れ様でした。

第38回北薬祭・体育大会を開催

左から4番目が受賞した山さん

同時開催の薬物乱用防止キャンペーンのようす

恒例の花火

ステージイベント参加者の記念撮影

　本学6年生による卒業研究発表会を9月
12日（木）、13日（金）に開催しました。発表
は、70分間の示説時間を含むポスター形式
で行いました。学生たちは、5年次から取り
組んできた卒業研究の成果を、教員、院生、
学部生の前で熱心に説明していました。ま
た、卒業研究を開始したばかりの5年生との
真剣な討論も行われていました。

卒業研究発表会を開催

ポスターの前で質疑応答する学生 会場のようす

　第38回北薬祭・体育大会を7月6日（土）、7日（日）に開催しました。以下、桂青会役員より開催概要について報告します。

北薬祭実行委員長　3年　中山由子◆第38回 北薬祭報告

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部
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　7月7日（日）、418講義室において学生部長表彰の授与式を行
いました。今回の受賞は、社会活動において優れた成果を収めた
2名が対象となりました。表彰者には、黒澤学生部長から表彰状
および副賞が手渡されました。

学生部長表彰の授与式を挙行

【学生部長表彰者】
表彰者　薬学部薬学科６年 長谷川 遥さん

日本チェーンドラッグストア協会主催
第8回セルフメディケーションアワード
「薬学生・薬業専門学校生の部　最優秀大賞」を受賞

活動
内容

表彰者　薬学部薬学科4年 稲村明洋さん
日本チェーンドラッグストア協会主催
第8回セルフメディケーションアワード
「薬学生・薬業専門学校生の部　準大賞」を受賞

活動
内容

ソフトボール
優　勝：
準優勝：
3　 位：
評　価：

八木山ベニーランド
北海道薬科大学
チームましこ

　　　　 暑い中、ホームランが量産され白熱
した試合となりました。

バスケットボール
優　勝：
準優勝：
3　 位：
評　価：

～隼～
ヴォルデモート
チーム竹縄

　　　　1年生の参加チームが多く、決勝
は1年生チーム同士のレベルの高い試合が
行われました。

男子バレーボール
優　勝：
準優勝：
3　 位：
評　価：

澄川選抜
じゃーけ
チームましこ

　　　　手加減のないプレーは、早い試合
展開となり、見ていても楽しい試合でした。

女子バレーボール
優　勝：
準優勝：
3　 位：
評　価：

ＴＥＡＭ★ぴろてぃ
酢こんぶ★
Ｆ４～花の4年生～

　　　　参加チームは少なかったものの、
どのチームもレベルが高く、素晴らしい試
合でした。

　7月6日（土）・７日（日）の日程で体育大
会を開催しました。行った競技は玉入れ・ソ
フトボール・バスケットボール・男子バレー
ボール・女子バレーボールの5競技です。前
年度のバレーボールは男女混合競技でし
たが、今年度は男女別競技にしました。
　両日ともに天候に恵まれ、すべての競技
を予定どおり行うことができました。本年
度は1年生からの参加チームが多く、より
大学に慣れ親しんでもらう助力となれたも
のと思います。大会参加者ならびに大会に
関わるすべての方々に感謝申し上げます。
　それでは、平成25年度体育大会での5競
技における上位3チームを紹介します。

体育大会企画局　局長　2年　長谷川幹朗◆体育大会報告

玉入れ
優　勝：
準優勝：
3　 位：
評　価：

新冠町広報
ＺＩＰＰＥＩ
手倉森 智哉

　　　　 どのチームも全力で試合に臨ん
でおり、参加者のほとんどが額に汗を輝か
せていました。

初参戦

左から黒澤学生部長、表彰された長谷川さん、稲村さん、クラス担任の桜井教授
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　6月15日（土）、札幌全日空ホテルにおい
て北薬会第36回定期総会が開催され、平
成24年度活動報告・決算報告、平成25年
度活動予定・予算案が承認されました。ま
た、道南支部を南北に2分割し、南側を函
館支部として新規に設置することが承認さ

れ、北薬会の道内支部は道央・道北・道南・
道東の4支部体制から、道央・道北・道東・
道南・函館の5支部体制となりました。役員
改選におきましては、唐沢豪貴会長が再任
され、2期目を務めることとなりました。
　定期総会終了後、渡辺泰裕学長はじめ本

北薬会 第36回定期総会・懇親会

懇親会のようす

　私は、2012年4月から2013年3月までの1
年間、アメリカのイリノイ州、シカゴにあるイ
リノイ大学シカゴ校（UIC）での研究留学の
機会をいただきました。そこでの研究内容と
シカゴでの生活を紹介いたします。
　シカゴは、人口約300万のアメリカ第三の
都市でありながら、ニューヨーク、ロサンゼル
スと比べて日本人にはマイナーな都市との印
象がありました。実際に1年間生活していて
も、街中で日本人を見かけることはそう多く
はありませんでした。現地の人によると、日本
からの駐在員も最近は不景気のため減って
いるそうです。とはいえ、街そのものは多くの
人種にあふれ、夏は野球、冬はバスケット
ボール、アメフトで盛り上がり、有名な建築物
も多いことから観光客も多く訪れる活気の
ある街でした。研究室にも野球好きな人達が
おりメジャーリーグの試合を観戦した話をよ
く聞かせてくれました。気候は、函館とほぼ同
じ緯度なのですが、周りに全く山がなく、冬
はミシガン湖からの冷たい風が吹き付ける、
シカゴの別称である「風の街 Windy City」
という名前そのままの街でした。また、シカゴ
といえば、通常より大きく分厚い巨大な「シカ
ゴピザ」が良く知られています。私は食べるこ
とには自信があったのですが、見た瞬間、「無
理！」と思うくらいとてつもない大きさでし
た。料理全般は、残念ながらあまり口にあわ
ず、週に一回郊外の日本食スーパーで食材を
まとめ買いして自炊でしのいでいました。
　UICは、他の病院施設と共に全米で最大の
医療地区ネットワークを形成していて、この
ネットワークには海外人気ドラマ『ER』に登
場する病院のモデルとされているクック群
病院も属しています。私の留学先である医学
部薬理学科は、血管生物学を中心に神経薬
理学から各種疾患に対する新規薬剤の開発
まで幅広い領域を有する活発な学科でした。

私は深井真寿子准教授のもとで、血管新生
に関与するシグナル伝達の解明、特に最近に
なって血管新生に関与することが明らかにな
りつつあるAMP活性化プロテインキナーゼ
（AMPK）との関連についての検討を行いま
した。深井真寿子研究室は、夫である深井透
准教授の研究室と共同で運営され、ポスドク
4名（日本人2人、韓国人、インド人）とイタリ
ア人の学生、アメリカ人のテクニシャンが在
籍する国際色豊かな研究室でした。2週に1
度の論文紹介と週に1度、研究の進行状況を
報告するラボミーティングがあり、前者はピ
ザ片手のリラックスしたものでしたが、後者
は朝から始まり、ときには午後遅くまで続く
熱の入ったものでした。そこでの生データを
大事にする姿勢は、研究を行う上で当然のこ
ととはいえ、今なお強く印象に残っています。
　血管新生においては、内皮細胞の役割（増
殖、遊走）が特に重要であると考えられてお
り、内皮細胞の傷害が虚血性疾患など種々
の疾病を引き起こすとされています。これら
血管新生および内皮細胞傷害の両者に、活
性酸素種が影響していて、その産生源として
NADPH oxidase（Nox）の存在が知られて
います。真寿子先生は、Noxに着目し、細胞
内レドックスシグナル伝達機構の解明を目
的に研究を行っています。Noxの一つである
Nox2は数多くの細胞に発現しており、その
重要性と役割も研究されています。しかしな
がら、内皮細胞においてはNox4が高発現し
ており、その役割に関しては明らかにされて

いません。したがって、血管形成における
Nox4の標的タンパクとその経路に関して
は、現在なお不明な点が多く残されていま
す。そこで、私はヒト臍帯静脈内皮細胞を用
いて、血管内皮細胞増殖因子依存的な活性
酸素種による、血管新生に対するAMPKの
関与について検討を行いました。その結果、
血管新生には近年報告されているAMPKの
リン酸化だけではなく、AMPKの酸化も関与
すること、さらにこれらに関わる活性酸素種
の産生源として、リン酸化にはNox2、酸化の
場合にはNox4が関与するという知見を得る
ことができました。これらの結果は、今年アメ
リカ、ダラスで行われるAmerican Heart 
Associationの学会での発表後、深井研究
室により論文にまとめられる予定です。
　この度の留学では、多くの貴重な経験をす
ることができました。渡辺学長をはじめとす
る教職員の皆様、およびシカゴでお世話に
なった全ての方に深く感謝いたします。この
経験を今後の教育、研究に有効に生かして
いきたいと考えております。

イリノイ大学留学報告 公衆・環境衛生学分野　講師　立浪良介

ミシガン湖からのシカゴダウンタウン

研究室のメンバーと

学教職員を交えて、約50名の参加者によ
る懇親会が開催されました。
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　第1回・第2回オープンキャンパスを8月3
日（土）、4日（日）に開催しました。両日とも
晴天に恵まれ、会場は多くの高校生、保護
者・同伴者の参加で賑わいました。大学紹

介に始まり、自由選択制の模擬講義や体
験実習、薬用植物園ツアー、学内見学ツ
アーなど、盛りだくさんのスケジュールでし
た。各企画を通して本学および薬学をより

身近に感じていただけたものと思います。
　なお、第3回オープンキャンパスは10月6
日（日）に開催します。

第1回・第2回オープンキャンパスを開催

　大学祭期間中の7月7日（日）、 臨床講義
棟（C棟）で日本薬学会北海道支部との共
同主催による中学生と保護者対象の「体験
薬剤師！選べるワクワク体験教室！」を開
催しました。当日は中学生38名と保護者
20名の合計58名が参加しました。
　生徒の皆さんは薬学や薬剤師について

の説明を受けた後、フィジカルアセスメン
トモデルのバイタルサイン測定、薬用植物
園の植物を使用した薬用入浴剤や薬用化
粧水、発泡入浴剤づくり、リップクリーム、
ルームフレグランスづくりの合計6種類の、
本学の学部生と大学院生が講師を担当す
る体験教室にそれぞれ参加しました。

　大学祭期間中の7月7日（日）13：00より、本
学C301教室においてご父母の皆様、教職員
含め92名の出席のもと、平成25年度北海道
薬科大学父母後援会の定期総会を開催しま
した。提出された議案については、審議の結
果、すべて原案のとおりに承認されました。

　総会に引き続き14：10より父母後援会主催
教養セミナーとして、北海道工業大学創生工学
部教授木村尚仁先生を講師にお招きし、「リア
ルな繋がりだけじゃだめ？～SNSと仲よく付き
合う10ヶ条～」をテーマにご講演をいただきま
した。近年急速に広がっているSNS（ソーシャ

父母後援会定期総会を開催

　8月25日（日）10：00からロワジールホ
テル函館において、高校生と保護者を対象
にした「薬剤師体験セミナー函館」を開催
しました。
　入試部長佐藤久美教授の開会挨拶の
後、小松健一准教授が薬剤師の仕事につい
て紹介しました。続いて、函館市で病院薬

剤師・薬局薬剤師として働いている本学の
卒業生にスタッフとして参加いただき、血
糖値・血圧測定、軟膏剤、アロマスプレー、
そして薬用入浴剤を作る体験実習を行い
ました。昼食後に開催した個別相談では、
教員と卒業生がそれぞれの立場で、学習環
境や学生生活等への質問に答えました。

薬剤師体験セミナー函館を開催

薬用植物園ツアーのようす 体験実習（無菌調剤）のようす

中学生と保護者を対象にした薬剤師体験教室を開催

体験実習（患者コミュニケーション）のようす

ルネットワークサービス）の特徴や危険性に
ついて、わかりやすく解説していただきました。
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　本年度4月1日付けで北海道薬科大学薬
学部生命科学分野に講師として赴任いた
しました伊藤萌子と申します。本学での講
義は機能形態学II、生物学II、演習、実習を
担当しております。
　私は、平成19年に北海道大学薬学部総
合薬学科を卒業した後、同大学大学院生
命科学院に進学し、修士課程、博士課程
を経て平成24年に学位を取得いたしまし
た。大学院では医学研究科の免疫学分野
に所属し、ウイルスに対するヒトの自然免
疫をテーマとした研究に参加いたしまし
た。教員や先輩の方々からは研究の基礎
を一から学ばせていただきました。学位
取得後は、シンガポール国立大学の
Cancer Science Inst itute （CSI）に
おいてがん抑制遺伝子産物であるp53、

pRbを中心に最先端のがん研究を行われ
ていたグループへ博士研究員として研究
留学いたしました。同研究所の方々のご支
援もあり、1年という短い期間でしたが、
とてもよい環境のもとで海外での研究生
活を送ることができました。また、研究所
には世界各国から研究者が集まっていま
したが、特にアジア諸国の科学研究に対
する強い意気込みと勢いを感じ、アジア・
世界の中での日本について研究所内のメ
ンバーと話し合うことも日常的にありまし
た。シンガポールへ留学して、これまで身
近な問題として捉えていなかった外から
見た日本の姿について考える機会が得ら
れたことは私にとって大変貴重な財産と
なりました。
　帰国後は本学で研究を行う機会に恵ま

れ、現在は関節リウ
マチに関する基礎
的研究をテーマと
して新たにスター
トしております。基
礎研究に興味のある学生の皆さんはぜひ
研究室を覗いてみてほしいと思います。
　私にとって大学での教育は初めてのこ
とですが、本学で学ぶ学生の皆さんに一
つでも多く印象に残る教育に携わるべく、
今後の研究・教育活動に邁進したいと
思っております。皆様方におかれましては
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し
上げます。

生命科学分野　講師　伊藤萌子新任のご挨拶

　本年4月1日付けで教授職を拝命し、奥羽
大学薬学部から赴任してきました。教授とい
う要職にあらためて就き、その責任を実感
しているところです。薬事関連法制論を担
当し、国家試験対策委員を務めています。
　私は本学3期生で、本学大学院博士前期
課程時代は、藤本幸男教授に師事し、与え
られたテーマは「ラット腎エラスターゼ様
酵素の研究」という基礎系研究でした。そ
の後、研究生として薬剤学の伊藤圭二教授
に師事し、テオフィリンの薬物速度論を研
究していました。秋田大学医学部附属病院
に非常勤薬剤師として就職後、隣接する調
剤薬局に1年勤務し、昭和60年から平成
18年まで秋田大学医学部附属病院薬剤部
に在籍していました。この間、試験研究主
任、病棟薬剤主任、副部長、助教授、治験セ
ンター副センター長を経て、平成18年4月
に奥羽大学薬学部に移籍し、生物薬剤学
研究室を立ち上げました。薬学部設立当時
機器類が乏しく5年がかりで何とか研究で
きる体制に整えました。平成21年4月から

は教授として薬剤学実習担当主任やCBT
対策責任者などの校務を行って参りまし
た。臨床家として事前実務実習も同時進行
しておりましたので、併任は苦労の連続で
した。また平成23年3月11日には、東日本
大震災の震度6強の地震に見舞われ、機器
類が転げ落ち、学生が満足に卒論研究を
行うことができないなどの問題に直面しま
した。さらに、福島第一原発事故により避
難を余儀なくされ、職を失った親御様の職
業紹介もクラス担任として行いました。奥
羽大学は研究室内に最新の機器がほとん
ど揃っており、歯科・内科・外科を備えた附
属病院もあるため、共同研究することも容
易でした。福島第一原子力発電所の事故さ
えなければ、自然環境に恵まれた医療系総
合大学と言えます。
　現在の研究テーマは「1．FTS（血清胸腺
因子）の働きの解明」、「2．特発性肺線維症
（Idiopathic Pulmonary Fibrosis：
IPF）の新たな治療戦略の開発」です。現在
FTSの研究は東北大学大学院薬学研究科

の富岡教授と共同
研究が進んでおり、
今後、その体内動
態、特に肺の臓器内
動態を明らかにす
る予定でおります。2のIPFは肺ガンより予
後不良で、対策が急がれる分野です。IPFの
唯一の治療薬はピルフェニドン（PFD）であ
り、動物実験において、私どもが思っていた
以上にPFDの肺移行性と貯留性が悪いこ
とが判明し、肺をターゲットとした新たな
る投与戦略が必要と考えています。薬事管
理学分野には実験室がありませんので、薬
剤学分野の実験室をお借りし、薬剤学系の
先生方と共同研究の形で研究の運用を行
う予定です。
　最後になりましたが、本学の教育理念に
基づき、地域社会の健康を支える大学、必
要とされる薬剤師の養成に貢献する所存
ですので、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお
願い申し上げます。

薬事管理学分野　教授　多田　均赴任のご挨拶

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部
北薬大情報
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　5月18日（土）に札幌コンベンションセン
ターで開催された第140回日本薬学会北
海道支部例会において、野呂瀬崇彦准教
授が同支部医療薬学貢献賞教育部門を受
賞しました。本賞は今年度より新設され、北
海道の医療薬学領域において、教育あるい

は病院や薬局における実務に顕著な貢献
があり、医療の発展に寄与することが期待
できる業績をあげた人物に授与されるもの
です。授賞式後には、「薬学教育における学
習者中心型教育技法の導入と実践」という
タイトルで受賞講演を行いました。

野呂瀬准教授が日本薬学会北海道支部
医療薬学貢献賞を受賞

　本年4月1日付で、臨床薬理学分野の助
教に着任いたしました向祐志と申します。
　私は平成19年に本学を卒業後、大学院
修士課程に進み、修士課程修了後は長野
県松本市にある信州大学医学部附属病院
の薬剤部に就職いたしました。薬剤部で1
年間、調剤室業務と病棟での薬剤管理指
導業務に従事した後、翌年より、院内の治
験・製造販売後臨床試験ならびに臨床研
究を支援する部署である臨床試験セン
ターに異動し、治験事務局業務を担当して
まいりました。
　信州大学医学部附属病院は、日本国内
における国際共同治験を推進することを目
的として、関東甲信越地方の7大学病院で
構成されている大学 病院 臨 床 試 験
（UHCT）アライアンスのメンバーで、日本
の治験実施環境について非常に多くの事

柄を勉強させていただきました。なかでも、
韓国・中国・シンガポールの3カ国における
治験実施医療機関の視察は自分の視野を
大きく広げてくれる出来事でした。日本で
は千葉大学医学部附属病院が先駆けと
なっているARO（Academic research 
organization）のような組織が各国に存
在しており、特にデータマネジメントの観
点から見習うべき点が多く見られました。
日本においては未だ数が少ないAROです
が、その中で医薬品の責任者たる薬剤師が
治験などの医薬品の“創薬”過程だけでな
く、製造販売後の臨床研究などの“育薬”過
程にも積極的に関与していくことが、より
良いエビデンスの構築に寄与すると感じた
次第です。さらに本年4月からRMP（医薬
品リスク管理計画）が開始されたことから
も、今後“育薬”過程が重要になってくると

考えております。
　4年生後期の臨
床薬物動態学Iの一
部の講義を担当い
たします。“臨床”を
一言で説明することはできないと思います
が、強いて言うならば｢“患者”が主語である
｣ということだと考えております。薬物療法
の中心にあるのは、「薬剤ではなく患者」で
あるということを伝えていくことが、“臨床”
を経験した教員としての私の使命だと感じ
ております。
　薬剤師としても大学教員としてもまだま
だ未熟ではございますが、教育・研究に精
進してまいる所存です。いろいろご指導を
仰ぐ機会があるかと存じますが、その節は
よろしくお願い申し上げます。

臨床薬理学分野　助教　向　祐志新任のご挨拶

　本年9月30日をもって、齊藤嘉津彦准教
授（薬物治療学分野）が退職しました。齊藤
准教授は、本学4期卒業生であり、2007年
4月に臨床系教員・臨床薬学系薬物治療学
分野講師として赴任し、2009年4月より同
准教授となりました。教育においては、「ゲノ
ム薬学」、「悪性腫瘍学」、「化学療法学」、

「薬物治療学I」などを担当しました。近年の
研究テーマは、「臨床薬剤師業務の発展を
めざした遺伝子情報の解析と評価」であ
り、特に、薬物代謝酵素群の一つである
UDPグルクロン酸転移酵素（UGT）の遺伝
子多型と薬物の体内動態・効果発現との関
係について研究を行いました。

退職教員

左から周東選考委員長、野呂瀬准教授、
渡辺日本薬学会北海道支部長・本学学長
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　平成25年度前期授業アンケート結果がまとまりました。平均、最大、最小は各質問項目に対して「強くそう思う」、「そう思う」、「どちらとも
いえない」、「そうは思わない」、「全くそうは思わない」をそれぞれ5点、4点、3点、2点、1点として集計した結果です。詳細は本学ホームペー
ジ内の学内専用ページに掲載する予定です。授業アンケート結果は、学生が自由記入欄に記載した具体的なコメントとともに、科目担当教
員にフィードバックすることで授業改善等に有効活用しています。

前期授業アンケート結果

◆中間アンケート結果
教員に熱意は感じられますか。

教員の教え方はわかりやすいですか。

教員の話し方は聞き取りやすいですか。

資料はわかりやすいですか。

授業の内容をわかりやすくする工夫が感じられましたか。

教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していましたか。

教員に熱意は感じられますか。

教員の教え方はわかりやすいですか。

教員の話し方は聞き取りやすいですか。

資料はわかりやすいですか。

授業の内容をわかりやすくする工夫が感じられましたか。

教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していましたか。

教員に熱意は感じられますか。

教員の教え方はわかりやすいですか。

教員の話し方は聞き取りやすいですか。

資料はわかりやすいですか。

授業の内容をわかりやすくする工夫が感じられましたか。

教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していましたか。

教員に熱意は感じられますか。

教員の教え方はわかりやすいですか。

教員の話し方は聞き取りやすいですか。

資料はわかりやすいですか。

授業の内容をわかりやすくする工夫が感じられましたか。

教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していましたか。

4.0

8.1

8.3

5.3

6.2

5.0

0.2

1.9

1.0

1.0

1.0

0.2

0.7

2.8

2.8

2.2

1.7

0.8

1.9

2.5

2.1

3.3

2.3

1.9

3.9

10.2

12.4

6.6

8.4

5.7

2.5

7.9

6.6

5.2

5.4

3.5

4.2

10.5

9.2

8.4

7.4

7.4

4.9

11.7

7.4

7.8

6.4

5.1

16.9

20.4

20.7

24.0

21.5

19.8

20.1

28.6

27.8

28.0

24.9

28.2

22.7

27.1

23.6

26.1

22.2

27.9

32.1

27.4

26.1

32.9

30.9

32.3

52.9

38.9

38.1

44.1

43.8

48.5

60.6

46.1

49.4

51.2

53.9

52.7

56.2

45.2

49.2

48.2

52.0

48.7

46.7

43.6

53.3

43.6

46.5

46.3

22.2

22.4

20.5

20.0

20.1

20.9

16.6

15.6

15.1

14.5

14.7

15.4

16.2

14.4

15.2

15.2

16.7

15.2

14.4

14.8

11.1

12.3

14.0

14.4

4.0

3.8

3.8

3.7

3.8

3.9

3.9

3.6

3.6

3.7

3.7

3.7

3.7

3.5

3.6

3.6

3.7

3.6

3.7

3.6

3.6

3.5

3.6

3.7

4.7

4.5

4.5

4.6

4.6

4.6

4.1

4.0

4.1

4.1

4.0

4.1

4.2

4.3

4.2

4.3

4.3

4.3

4.3

4.2

4.1

4.1

4.2

4.1

3.1

2.0

1.9

2.6

2.3

2.7

3.4

3.1

2.5

3.3

3.3

3.4

2.7

2.6

2.3

2.8

2.8

2.8

3.3

3.0

3.0

3.1

3.3

3.2

問1

問2

問3

問4

問5

問6

問1

問2

問3

問4

問5

問6

問1

問2

問3

問4

問5

問6

問1

問2

問3

問4

問5

問6

1年
中間

2年
中間

3年
中間

4年
中間

全くそうは
思わない
（％）

そうは
思わない
（％）

どちらとも
いえない
（％）

そう思う
（％）

強く
そう思う
（％）

平均 最大値 最小値

◆最終アンケート結果
私はこの授業内容を理解できた。

私はこの授業に積極的にまじめに取り組んだ。

私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。

この授業を総合的に判断して満足できた。

私はこの授業内容を理解できた。

私はこの授業に積極的にまじめに取り組んだ。

私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。

この授業を総合的に判断して満足できた。
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私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。

この授業を総合的に判断して満足できた。
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私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。

この授業を総合的に判断して満足できた。
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私はこの授業に積極的にまじめに取り組んだ。

私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。

この授業を総合的に判断して満足できた。
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※5年次は授業スケジュールの都合により中間アンケートは実施しませんでした。
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◎募集学部・学科／薬学部・薬学科（修業年限6年）
◎入学定員／210人

http://www.hokuyakudai.ac.jp/本学に関するよりくわしい情報は、ホームページでご覧ください。

※ 一般入試前期のA日程・B日程の両日受験も可能です。試験科目の詳細な範囲は学生募集要項を参照してください。

（概要）学生募集要項
平成26年度 ● AO入試

● 社会人入試● 推薦入試

● 大学入試センター試験利用入試● 一般入試

募集人員

出願期間

試験日

試験地

選抜方法

47人 3人

前 期 後 期

平成26年1月6日（月）
～1月23日（木）必着

平成26年2月24日（月）
～3月3日（月）必着

平成26年
2月1日（土）

平成26年
2月2日（日） 平成26年3月9日（日）

本学、函館、釧路、秋田、仙台、東京 本　学

試験（数学、外国語、理科）

※
A日程 B日程

募集人員

出願期間

試験日

試験地

選抜方法

3人

平成25年11月1日（金）～11月8日（金）必着

平成25年11月16日（土）

本　学

基礎学力試験（数学、外国語、理科）、面接

募集人員

面談申込期間

試験地

20人 15人 2人

同窓生子女 後継者育成 障がい者

平成25年7月16日（火）～9月6日（金）必着

平成25年8月1日（木）～9月6日（金）必着

平成25年11月1日（金）～11月8日（金）必着
【いずれか1日を選択】平成25年8月4日（日）、9月14日（土）、15日（日）、29日（日）、10月5日（土）

平成25年11月17日（日）

本　学

面談、基礎学力確認（化学Ⅰ）、通信添削

面接（グループ）、出願書類

募集人員

試験日・試験地

選抜方法

12人 3人

前 期 後 期

平成26年1月6日（月）
～1月28日（火）必着

平成26年2月24日（月）
～3月3日（月）必着

本学独自の試験は実施しません。 

試験（数学、外国語、理科）

出願期間

募集人員

出願期間

試験日

試験地

選抜方法

50人25人 30人

公募制推薦 指定校推薦 系列校推薦

平成25年11月1日（金）～11月8日（金） 必着

平成25年11月16日（土） 平成25年11月17日（日）

本　学

書類審査、面接（グループ）書類審査、基礎学力試験（数学、
外国語、理科）、面接（グループ）

出願期間
1次審査

2次審査

1次審査

2次審査

1次審査

2次審査

試験日

選抜方法

　7月20日（土）18：00より、全国19カ所
の政令指定都市において、薬剤師会主催の
「薬物乱用防止キャンペーン」が一斉に開
催されました。札幌では「薬物乱用防止
キャンペーンin札幌」がJR札幌駅地下歩行

空間「北2条広場」で開催され、本学から1
～4年生の5名がボランティアとして参加し
ました。違法薬物の危険性を示したチラシ
やパンフレット等の配布や、着ぐるみに入っ
て啓発活動を行いました。

全国19政令指定都市薬剤師会「薬物乱用防止キャンペーン」に
ボランティアとして参加

　公益財団法人秋山記念生命科学振興財団の研究助成（一般）に、次の2名の教員の研究テーマが採択されました。

平成25年度「秋山記念生命科学振興財団研究助成」に採択される

カドミウム毒性の軽減を指向した
糖尿病性神経障害治療薬エパルレスタットの
新規作用メカニズムに関する研究

丹保 好子
教授

研究テーマ

線溶機能を搭載した経気道投与型DDSを
基盤とする肺線維症治療の新発想

丁野 純男
教授

研究テーマ
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平成22年に新設された砂川市立病院。翌年、
地域救命救急センターに指定された。

左より本学広報部部長 戸田貴大、砂川市立病院薬剤部長 上野英文氏、砂川市立病院長 小熊豊氏、
本学実務実習委員会委員長 早川逹

超高齢化時代を迎え、地域医療の充実がますます求められるなか、

薬剤師には今、何が求められているのか。一人の「医療人」として、

今後に向けてどんな視点を持つことが必要なのか。今回は中空知

地域の基幹病院である砂川市立病院におうかがいし、小熊豊院長

と上野英文薬剤部長に、薬剤師の役割について聞きました。 薬剤部長　上野 英文 氏

地域医療と多様化する薬剤師の役割地域医療と多様化する薬剤師の役割各地の
基幹病院に
聞く

院長　小熊 豊 氏

──近隣市町との連携のなかで
　　急性期～慢性期をカバー
小熊　自治体病院である当院の使
命は、地域で必要とされる医療を提
供すること、特に急性期医療をカ
バーする役割を担っています。一方
で慢性期に関しては、近隣市町の医
療機関との連携のなかで、総合的な
医療を行っているのが地域の実状
です。たとえば隣の奈井江町とは提
携を結び、急性期から慢性期にス
ムーズに移行できる体制を取ってい
ます。深川、美唄、芦別、歌志内、新
十津川などの市町とも同じようなや
り取りがありますし、周産期に関し
ても滝川と美唄の市立病院には当
院から医師を派遣して経過をみな

がら、出産は当院で行うという体制
ができています。
上野　地域救命救急センターにも
指定され、救急医療を主体としてい
る当院では、薬剤師の役割も幅広い
のが特徴です。調剤、製剤に加え、抗
がん剤のミキシング、薬物血中濃度
の測定・解析も担当。病棟にも薬剤
師を配置しているほか、NST、感染制
御、緩和ケア、褥瘡対策などさまざま
なチーム医療にも参加しています。
小熊　一方で、12の病棟とICU、
HCUなどの治療室を備えるなか、
薬剤師のマンパワー不足から実際
には5病棟しか担当できていないと
いう現状もあります。
上野　病棟に加え、救急の現場や
オペ室などにも薬剤師を配置し、薬
剤管理やミキシングを行える体制
が理想ですし、それがこれからの医
療のあり方だと考えています。ぜひ、
意欲のある学生さんに、活躍の場と
して当院に目を向けて欲しいと思っ
ています。

──薬剤師としてのスキルアップを
　　全面支援する当院の体制
小熊　人員確保とともに、必要な資
格の取得を支援するなど、薬剤師の
スキルアップにも力を入れていま
す。個々のプロフェッショナリティを
高めることが、薬剤師本人にとって
も、病院にとっても大きなプラスに
なると考えているからです。
上野　当院の薬剤師は、学会発表
や主だった研修会に出張扱いで出

席することができますし、札幌、旭川
で開催される関連の勉強会などに
も頻繁に参加しています。最新の医
療情報に触れたり、他の病院の医
師、薬剤師と知り合うことで刺激を
受け、視野を広げるいい機会にも
なっているようです。
小熊　そうした努力や実績に応え
られる仕組みづくりも推進したいと

──地域医療のネットワークづくりと
　　薬剤師の役割
小熊　砂川市では、健康と安心の
推進をテーマに「市立病院を核とし
たまちづくり」に取り組んでいます。
市民の方々は、市立病院のスタッフ
を家族のように温かく迎え、公私に
わたって協力してくれています。ここ
で働く薬剤師の方には、そんな居心
地のよさをきっと感じていただける
と思いますよ。
上野　大きな街ではありませんが、
市民一人当たりの都市公園面積は
日本一を誇り、自然が豊かで子育
てにも最適な環境です。それと札
幌までJRで45分と近く、週末の
ショッピングにも気軽に出かけられ
るなど、実は利便性もとてもよい街
なんです。
小熊　当院では現在、脳神経外科、

神経内科、精神科の三科が共同で
認知症の診断に当たるとともに、地
域の医師、療養介護スタッフとの
ネットワークを築き、北海道認知症
疾患医療センターの指定を受けて
います。今後はさらに、在宅・訪問診
療のネットワークを広げるために全
力で取り組んでいくつもりです。
上野　地域医療の仕組みづくりに
は、さまざまな課題もありますが、そ
のなかで薬剤師の役割が、ここ砂川
では特に高まっていますね。
小熊　薬剤師として医療そのもの
に関わり、これから求められる個別
医療の原動力となっていただけるこ
とを、北薬大の学生の方々には期待
しています。

当院では考えています。来年4月を
めどに、地方公営企業法の一部適
用から采配範囲の広い全部適用と
し、より正当な評価が行える体制と
することについて現在、砂川市と協
議を進めています。

上野　市内の調剤薬局の薬剤師と
は交流の機会も多く、ほとんどが顔
なじみ。折につけ情報交換を行うこ
とで、薬剤師をめぐるさまざまな状
況や、今後の方向性などを実感とし
て学ぶ機会も多いですね。

砂川市立病院

〒047-0264 7番1号
TEL: 0134-62-1945   FAX: 0134-62-5161
HP: www.hokuyakudai.ac.jp

企画編集・発行： 北海道薬科大学 広報部

ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見解決能力、マネジメント
能力といった基盤能力を基に、専門性を身につけている人材が社会に
必要です。単なる「Professional」だけではなく、後付けの「Professional+」
でもない、基盤能力を前提とする「+Professional」を育成すること。すべて
の設置校に共通する、わたしたちのスローガンです。
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●法人名称が変更になります
●平成25年度第2回就職相談会を開催
●平成25年度OG・OB講演会を開催

●中国学術交流協定締結施設（瀋陽薬科大学）での教育交流
●父母懇談会を開催

●日本薬学会 第3回全国学生ワークショップに参加して
●第3回オープンキャンパスを開催

●親子のための薬剤師体験セミナー・附属薬局見学会を開催
●系列校「北薬大コース～薬剤師への道～」の体験授業を実施

●天使大学との連携公開講座で本学教員が講演
●坂東准教授が「幕別コミュニティカレッジ」で講演

●櫻井教授が日本社会薬学会年会において二度目のＳＰ賞を受賞
●古田教授が「道民カレッジ」講師としてテレビ出演

●小樽薬剤師会主催「第28回薬物乱用撲滅キャンペーン」に参加
●札幌手稲高等学校において薬物乱用防止教室を開催

●札幌手稲高等学校・北海道薬科大学連携インターンシップを実施
●タバコの吸殻拾いを実施
●雪かきボランティアを実施

●「第40回北海道つぼみの会サマーキャンプ」に参加して
●自由科目セミナー「看護栄養学部生と学ぶ!実践地域医療」を夕張市で実施

●相馬氏に博士学位を授与
●本学研究生が「臨床薬理研究振興財団賞」学術論文賞を受賞
●「『薬看連携』を育む会」で、看護学生ともっと交流しませんか？

●赴任のご挨拶（佐藤秀紀教授）
●赴任のご挨拶（戸上紘平講師）

●平成25年度ノーステック財団の研究助成金に採択される
●平成25年度本学奨学生（1年生）が決定

●父母後援会奨学生証書授与式が開催される
●退職教員

●本学美術部の学生の作品が入選
●平成25年度薬学共用試験が終了

C O N T E N T S

3
タバコの吸殻拾い2

第3回オープンキャンパス1

第2回就職相談会
雪かきボランティア4
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　平成25年度第2回就職相談会を平成25
年12月6日（金）に桂青館、314演習室、319
および419実習室において、北海道内外の病
院102社、薬局108社、製薬企業・医薬品
卸・行政機関21社、計231社の採用担当者
の参加のもと開催しました。
　11：00より510教室においてオリエン
テーションを行い、渡辺一弘副学長、桜井光
一就職部長と高杉公彦同窓会副会長による
挨拶に続いて、教員を紹介しました。学生食
堂に場所を移しての採用担当者と教員によ
る会食形式の昼食会では、就職状況や学生
に関する情報を交換しました。12：30～
15：30まで、企業ブースにおいて学生との
個別面談が行われ、学生は採用担当者より

採用条件、職務内容、就職試験や勤務地な
どの詳細な情報を収集しました。学生の参
加者は5年生178名および6年生34名の総
数212名で、この時期は就職が内定してい
る6年生が多いことから5年生中心の面談と
なりました。また、キャリア教育の一環として
1年生1名、2年生3名、3年生9名、4年生9
名が見学体験や情報収集のため相談会に参
加しました。
　就職相談会終了後は、社会で活躍する薬
剤師からより多くの情報を収集することを目
的とした、北海道薬科大学同窓会（北薬会）
主催の第22回卒業生・在学生合同懇話会が
札幌全日空ホテルにおいて19：00より開催
され、引き続き多くの学生が参加しました。

平成25年度第2回就職相談会を開催

　在学生は就職に関するより有益な情報を
得るために、希望する職種の同窓生の先輩方
を囲んで積極的に情報収集を行いました。仕
事についての具体的な内容や就職活動のポ
イント、将来に向けてのアドバイスなどについ
て、終了予定時刻を過ぎても語り合う光景が
見られました。また、教員は在学生と同窓生
の橋渡し役として参加しました。

法人名称が変更になります

平成25年度OG・OB講演会を開催
　平成25年12月10日（火）、11日（水）の両
日、本学510講義室において、5年生を対象
としたOG・OB講演会を開催しました。12月
10日は北海道保健福祉部医療政策局医療
薬務課の柴田真耶氏（本学32期生）、12月
11日は国立がん研究センター東病院の板
垣麻衣氏（本学28期生）、センター薬局グ
ループ・代表取締役の高杉公彦氏（本学14
期生）およびセンター薬局グループ・執行役
員の山本千尋氏（本学14期生）に講演いた

だきました。
　柴田氏には公務員の立場から行政に携わ
る薬剤師の仕事内容について、板垣氏には
がん専門薬剤師の立場から専門性を生かし
た幅広い仕事内容について、高杉氏と山本
氏にはこれまでのご自身の体験談を交えて、
就職先を決める上で重要な点や薬局薬剤師
の仕事についてお話しいただきました。これ
から就職先を決めていく学生たちは、OG・
OBのお話に真剣に耳を傾けていました。

　本学の設置母体である「学校法人北海道尚志学園」の名称が、平成26年4月1日より「学校法人北海道科学大学」となります。これは、平成36年
の学園創立100周年に向けた将来計画「100周年ブランドビジョン」に基づき、法人イメージをより明確にするため変更されるものです。

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部
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　平成25年10月19日（土）、20日（日）、26日
（土）の3日間、本学および道内5地区（北見、釧
路、旭川、帯広、函館）、道外5地区（青森、盛
岡、秋田、仙台、東京）において、父母懇談会を
開催しました。今年度は376組のご父母に参

加いただき、日ごろの学生生活や学業について
教員と様々な情報交換を行いました。平成27
年度の本学移転に関しての質問や相談もいた
だきました。今後とも、ご父母の皆様と密に連
携をとりながら、学生を支援していきます。

父母懇談会を開催

　私は、平成25年8月10日（土）から11日
（日）にかけて、東京都のクロス・ウェーブ府中
で開催された日本薬学会第3回全国学生
ワークショップに参加しました。このワーク
ショップは、６年制薬学教育課程が完成年度
を迎えた平成23年度、6年制一期生から薬
学教育に対するフィードバックを行うことを
目的として始まり、全国の薬系大学・薬学部
の6年次学生を参加者として、今年で第3回
目の開催となります。
　今回は｢医療への貢献、社会への貢献：こ
れから薬剤師としてどのように行動するか」
をテーマとし、三部構成でグループディス
カッションを行いました。６年制薬学教育を
通して成長したこと、やり残したことをディス
カッションの始点とし、そこから「薬剤師とし
て社会、医療に貢献するために必要な能力を
身につけることができているか」や「私たちが
取り組んでいくこと」を話し合いました。
　私が参加したグループでは、私たちが10
年後に目指すものが「どんな分野に進んでも
臨床現場を知っているといえる薬剤師」であ
ることから、その目的を達成するためには「教

育の充実」が必須であるという考えに至りま
した。それぞれの経験に基づき、実務実習内
容についての問題点を挙げ、その改善方法や
今後の後輩の育成について活発な討論を交
えながらプロダクトを作成していきました。
　その他プログラムでは6年制一期・二期の
先輩方との交流の時間が設けられ、薬剤師と
して現場で活躍されている、あるいは研究に
取り組まれている先輩方から大いに刺激を
受けました。また、薬害被害者である花井十
伍氏や、医師であり薬局経営者でもある狭間
研至氏を招いての教育講演を聴くことがで
き、非常に充実した2日間でした。
　私は、ワークショップを通して、環境の異な
る様々な人の価値観に触れることができ、自
分の視野を広げることができたと思います。
今後ますます薬剤師の社会貢献・医療貢献
が期待されるなか、これから6年制薬学教育
の成果を示していくのは私たち自身だという
こと、そして、その責任があることを改めて感
じました。目指す薬剤師像や活躍するフィー
ルドは違っていても、悩みや考えを共有でき
る仲間が全国にはたくさんいます。一人ひと

りが力を合わせていけば、薬剤師の地位向上
という目標の達成へ大きく近づけるのではな
いかと思いました。
　今回このような貴重な経験をさせていただ
いたことを今後に活かし、地域に根ざした薬
剤師の在り方を考え、社会に貢献できるよう
日々研鑽していきたいと思います。

日本薬学会 第3回全国学生ワークショップに参加して 6年　阿部 なつき

発表のようす

参加者との記念撮影　一番右が阿部さん

　平成25年12月7日（土）～14日（土）の日
程で、本学の学術交流協定締結施設である
瀋陽薬科大学へ丁野純男教授、山下浩准教
授が教育交流（現地での講義）および協定に
関する会議のために訪問しました。
　瀋陽薬科大学では１、３、５年生に対して
それぞれ講義を行い、薬学や語学に関するこ
とから留学に関することまで様々なディス
カッションを行いました。瀋陽薬科大学の学

生の日本に対する興味と、日本語を習得する
ためのモチベーションは非常に高く、今後に

中国学術交流協定締結施設（瀋陽薬科大学）での教育交流

左より丁野国際交流委員長と蔡国際交流所長 講義を行う山下准教授

向けた国際交流の更なる発展が期待できる
訪問でした。
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　平成25年10月6日（日）に、第3回オープン
キャンパスを開催しました。
　大学紹介および自由選択制の模擬講義の
後に、無菌室に入り注射剤を調製する「無菌
調剤」、模擬患者さんとのやりとりで服薬指
導などのコミュニケーションスキルを学ぶ

「患者コミュニケーション」などの5つの体験
実習を行いました。
　その他にも、オープンキャンパス会場以外
の学内施設を見学するツアーや、サークル紹
介のコーナー、薬の原料となる植物を実際に
触れたり嗅いだりすることができる薬用植物

園ツアー、入試や授業等の不安を解消する個
別相談会もあり、いずれも盛況のうちに終了
しました。
　次年度のオープンキャンパスも、本学およ
び薬学への理解を深めていただける内容で
お待ちしております。

第3回オープンキャンパスを開催

患者コミュニケーションのようす 科学実験のようす

附属薬局見学のようす

薬用入浴剤づくり

無菌調剤のようす

　平成25年12月7日（土）に本学サテライト
キャンパスで、薬剤師という仕事を知り、さら
に興味を持ってもらうことを目的に、札幌近郊
の中学生・高校生とその保護者を対象にした
「親子のための薬剤師体験セミナー・北海道
薬科大学附属薬局見学会」を開催しました。
　前半の講演では、本学の卒業生であり旭川
医科大学病院で薬剤師として働く岩山訓典
氏が、「病院薬剤師の仕事」について紹介しま
した。次に、厚生労働省北海道厚生局麻薬取
締部において麻薬取締官として勤務する本
学の卒業生が「麻薬取締官の職務」につい
て、最後に、同じく本学卒業生でセンター薬
局上川店の薬局長である庵原伸也氏が「薬
局薬剤師の仕事」について紹介しました。

　昼食後には、附属薬局見学会を行いまし
た。普段は見ることができない薬局の内側に
入って調剤に必要な機器の説明を受けたり、
実際の薬剤師が行う調剤のようすを見たりし
て感動している生徒さんもいました。
　見学の待ち時間には、「血糖値の測定」、
「薬用入浴剤づくり」、「覚せい剤検出キットで
実験」の3つの中から、興味のあるものを選ん
で体験実習を行いました。
　参加者からは、「薬剤師は調剤というイメー
ジでしたが、いろんな種類があることを知りま
した」、「麻薬Gメンがとてもかっこよかった」、
「薬剤師のあまり知ることのできない部分を
見られた」などの声をいただきました。

親子のための薬剤師体験セミナー・附属薬局見学会を開催

系列校「北薬大コース～薬剤師への道～」
の体験授業を実施

　本学の系列校である北海道尚志学園高
等学校の「北薬大コース～薬剤師への道
～」の体験授業を行い、平成25年11月20
日（水）には北薬大コース１年生47名と引
率の先生3名が、11月22日（金）には北薬
大コース２年生43名と引率の先生3名が来

学しました。参加者は、実習内容や実習方法
の説明を受けた後、バイタルサイン（呼吸
音、瞳孔、心電図）の測定や薬用入浴剤づく
り、マウスを用いての鎮痛薬の効果の確認
など、高校とは異なる授業を体験しました。
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　幕別町と北海道工業大学が幕別町民を対
象に開設している講座「平成25年度幕別コ
ミュニティカレッジ」に、本学の坂東勉准教授
が講師およびパネリストとして参加しました。
幕別コミュニティカレッジは、平成25年6月に
締結された「北海道工業大学と幕別町の連携
協定」に基づき北海道工業大学と幕別町教育
委員会が主催、本学などが後援しています。
　平成25年10月9日（水）の第3回では、幕
別町町民会館第1会議室において「くらしと
くすりを考える～地域医療における健康とく
すりを考える～」と題して講演し、お薬手帳の
重要性や、臨床系教員として夕張市で在宅医
療を行っている立場から、実例を交えて多職
種連携のメリットを解説しました。

　平成25年12月14日（土）の第5回は会場
を北海道工業大学HITプラザに変え、「パネル
ディスカッション―幕別の安全・安心を考え
る」に「薬で安心～薬の安全性について～」を

坂東准教授が「幕別コミュニティカレッジ」で講演

幕別町町民会館にて講演する坂東准教授

　平成25年10月13日（日）、14日（月）に、昭和薬科大学で開催された日本社会薬学会第32
年会において、本学櫻井秀彦教授（薬事管理学分野）が、優れた社会薬学研究発表に贈られ
るＳＰ賞（Social Pharmacy賞）を受賞しました。櫻井教授の本賞受賞は、2003年に引き続
き二回目となります。

櫻井教授が日本社会薬学会年会において二度目のＳＰ賞を受賞

左より受賞した櫻井教授と宮本日本社会薬学会会長

患者経験の相違による、服薬指導、薬剤師、薬局に対する評価モデルの検討

テーマとしたパネリストとして参加しました。
　参加者の皆さんは講演を聴きながら熱心
にメモを取り、質疑応答ではたくさんの質問
がありました。

受賞演題

　天使大学・北海道薬科大学連携公開講座
「いのちみつめて―我が家で心地良く暮らす
ためには―」を、平成25年8月22日から9月
19日の毎週木曜日に天使大学で開催し、本
学教員2名がそれぞれ9月12日と9月19日に
講演しました。
　9月12日には薬事管理学分野の牧野高壮
講師が「人を援助する専門家としての考え
方：心理療法の立場から」と題して、漫画を用
いて支援者としての考え方を疑似体験する
などして、心理療法の役割や目的を解説しま
した。9月19日には地域医療薬学分野の坂東
勉准教授が「我が家で心地良く暮らすための

在宅療法」と題して、臨床系教員として夕張
市で在宅医療を行っている立場から、実例を
交えて多職種連携のシステムやメリットを解

天使大学との連携公開講座で本学教員が講演

講演する牧野講師 講演する坂東准教授

説しました。
　受講者からは、終了時間を超えるほどの多
くの質問がありました。
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札幌手稲高等学校・北海道薬科大学連携インターンシップを実施

　平成25年10月15日（火）、札幌手稲高等
学校において、本学の丹保好子教授と牧野
高壮講師が薬物乱用防止教室を行いまし
た。丹保教授は昨年に引き続き、1年生

（321名）を対象として「薬物乱用とその実
態、意志決定と行動選択」と題して講演しま
した。牧野講師は2、3年生（638名）を対象
とし、「薬物乱用とこころ」と題して臨床心理

士の視点から講演しました。両講演とも、薬
物に絶対に手を出さない生活のために必要
なことを解説し、生徒の皆さんは真剣に聞き
入っていました。

札幌手稲高等学校において薬物乱用防止教室を開催

　平成25年9月8日（日）10：00～17：00の間、
長崎屋小樽店１階公共プラザ（憩の広場）にお
いて、小樽薬剤師会主催の「第28回薬物乱用
撲滅キャンペーン」が開催されました。会場では
麻薬、覚せい剤、脱法ドラッグに関するパネルが

展示され、違法薬物に関する正しい知識と薬物
乱用の恐ろしさを訴えるDVDが放映されまし
た。本学からは、今回も1年生5名、2年生3名が
ボランティアとして参加し、薬物乱用防止のた
めの啓発用リーフレットや小樽薬剤師会作成のオリジナルエコバッグを来場者に配布しました。

小樽薬剤師会主催
「第28回薬物乱用撲滅キャンペーン」に参加

　平成25年10月24日（木）に、札幌手稲高
等学校・北海道薬科大学連携「薬剤師イン
ターンシップ」を実施しました。薬剤師に関心
がある手稲高校１年生20名を対象として、
午前中は本学サテライトキャンパスにおいて
教員（小松健一准教授）、病院薬剤師（NTT
東日本札幌病院 白川貴章氏）、在学生（5年

　平成25年10月7日（月）16：00より、本学
近郊町内のタバコの吸殻拾いを実施しまし
た。桂青会主催による本活動は、当初6月に
予定していた町内清掃が悪天候により中止
となったことから、地域活動の一環として改

めて企画、実施したものです。
　教職員25名、学生83名、計108名の参加
者は、日ごろお世話になっている町内の方々
と挨拶を交わしながら、タバコの吸殻をはじ
め道路や公園等のゴミ拾いを行いました。

タバコの吸殻拾いを実施

生 百武郁美さん）の3者の違った視点から、
薬剤師の仕事について講義を行いました。午
後は3グループに分かれ、手稲渓仁会病院、
NTT東日本札幌病院、KKR札幌医療セン
ターにおいて、予防衣、帽子、マスク、手袋を
着用した無菌調製などの薬剤師業務を体験
しました。

　本学の古田精一教授が「道民カレッジ ほっかいどう学」の講師としてテレビ出演しました。
北海道における高齢化や過疎化の現状と問題点を考え、自宅・地域で生活しながら医療や介
護を受けるための講義を行いました。薬剤師が在宅医療に関わる意義などにも触れています。
右記のURLから放送された講座を視聴することができますので、是非ご覧ください。

古田教授が「道民カレッジ」講師としてテレビ出演

道民カレッジ「ほっかいどう学」
大学放送講座

http://www.hbc.co.jp/tv/d-college/01.html

6

北 海 道 薬 科 大 学 広 報 部
北薬大情報



「第40回北海道つぼみの会サマーキャンプ」
に参加して

　平成26年2月10日（月）、本学桂青会地域
連携局が、恒例の桂岡・銭函地区の雪かきボ
ランティアを実施しました。晴天に恵まれた
なか、学生39名と教職員16名の計55名が
参加し、事前に希望のあった個人宅や本学
のスクールバス発着所として日ごろよりお世
話になっているJR銭函駅、およびその周辺
の雪かきを行いました。

雪かきボランティアを実施

参加した学生および教職員での記念撮影

　私たちは平成25年8月14日（水）から17
日（土）までの4日間、深川市音江町の「北海
道立青年の家ゆーすくる音江」で開催され
た「第40回北海道つぼみの会サマーキャン
プ」に参加しました。北海道つぼみの会は1
型糖尿病をもつ子どもを支える保護者の会
であり、子どもたちが学校生活および社会生
活において支障がないように関係機関等に
理解と協力を働きかけ、健やかに成長してい
くことを支援するのを目的としています。
　サマーキャンプの目的は、１型糖尿病の患
児がインスリン注射、自己血糖測定、自己コ
ントロール、1型糖尿病の正しい知識や新し
い知識を得ること、日々の低血糖や慢性合併
症等の不安を解消させるために学習などを
通して学校生活および社会生活において何
ら支障がないようにすること、そして１型糖
尿病の患児が同じ病気の仲間と出会い、自
立することなどです。今回の参加者は、1型
糖尿病の患児、ヤング（高校生以上の1型糖
尿病患者）、医師、研修医、看護師、管理栄養
士、薬剤師、臨床心理士、MR、学生（看護学
生、薬学生）でした。
　キャンプでは、ジェスチャーゲーム、ウォー
クラリー、球技大会、キャンプファイヤーなど
のイベントを行いました。私たちは、ジェス
チャーゲームに参加して問題を出したり、
ウォークラリーで患児がクイズに正解した際
にスタンプを押したりすることで、患児たちと

接しました。また、参加者全員対象の勉強会
では、バイキングで出される食事を題材とし
た寸劇を行い、食事内容により血糖値の上
がる速度が違うということや、上手に血糖値
を上げるにはどのような食事を選んだら良い
かを分かりやすく説明していました。勉強会
後のバイキングでは、患児たちが寸劇を参
考にして、自分自身で楽しくかつ上手に食事
を選択していたように思います。
　サマーキャンプに参加する前、私たちは、
患児たちは病弱であまり運動はできないだ
ろうと思っていましたが、実際はとても元気
に体育館などで遊んでいて、びっくりしまし
た。しかし、患児は１型糖尿病なので、血糖
値を下げるためにインスリンを注射しなくて
はいけません。運動量や食事量を考慮し、患
児自身が医師と相談して決めたインスリンの
単位を基に、患児たちは、食事前、運動前、間
食前、寝る前に自分で血糖値を測り、その値
が高すぎたり低すぎたりしたときは、インス
リンの単位を変えて打っていました。また、空
腹時や激しい運動をした後は血糖値が下が
り過ぎて低血糖症を引き起こすことがありま
す。これを防ぐためにブドウ糖を補食で摂取
します。患児たちは運動をするときは激しく
なり過ぎないように気を配り、休憩をとるよ
うにしていました。
　今回のサマーキャンプで、患児への負担を
最小限に抑える血糖値の測り方を学ぶこと

ができました。血糖値を測る際に、針を刺す
指を毎回変えることによって皮膚が固くなる
のを防ぐことで、針を太くする必要がなくな
り、痛みを最小限に抑えることができます。
同様にインスリン注射の時も、注射する場所
を毎回変える必要があることがわかりまし
た。薬を注射している患児たちの姿を間近に
見て、患児たちが少しでも病気とうまく付き
合っていけるよう、将来薬剤師として手助け
することができればと思いました。
　今回のサマーキャンプに参加した薬剤師
は病院勤務1名とMRの中に数名いただけ
だったので、今後は薬剤師の参加者がさらに
増えていってほしいです。これからの医療で
は薬剤師も医師、看護師等と今回のサマー
キャンプのように協力して患児たちの薬物療
法を決定していくことが重要になってくると
思いました。

1年　塚本 康斗
原子 洋一

左より原子さん、塚本さん
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　相馬まゆ子氏（天使病院薬剤科）が本学
の博士（薬学）を取得し、平成26年1月10日
（金）に学位記授与式を学長室において執り
行いました。相馬氏の論文題目とその内容
は次のとおりです。

　切迫早産治療薬リトドリンの全身クリアラ
ンスは双胎妊婦において単胎妊婦より有意
に低いこと、正期産では単胎妊婦と比較して
双胎妊婦の血清中リトドリン濃度が有意に

高濃度に維持されていることを明らかにし
ました。また、母児間のリトドリン移行率は
平均1.0ですが、2～3倍の個人差があるこ
とを見出しました。さらに、新生児における
血清中リトドリン濃度を測定し、母体と新生
児のリトドリン濃度に差があること、同じ母
体から出生した新生児間にもリトドリン濃度
と消失半減期に差があることを示しました。
　これまでリトドリンの母子間移行率につ
いての報告はほとんどなく、特に双胎間にお
ける体内動態の差異については本研究結果
が初めての情報です。これらの成果は、妊婦
に対するリトドリンの適正使用に重要な情
報を提供するものです。

相馬氏に博士学位を授与

リトドリンの体内動態と
母子間移行の定量的評価

論文題目

　本学研究生の相馬まゆ子氏（天使病院薬剤科、指導教員 猪爪信夫教授）の論文が臨床薬理
学に関する優れた研究論文として認められ、本年度の「臨床薬理研究振興財団賞」学術論文賞
を受賞しました。授賞式および受賞記念講演は、平成25年12月6日（金）に第34回日本臨床薬
理学会年会において行われました。受賞論文は以下の通りです。　

本学研究生が
「臨床薬理研究振興財団賞」学術論文賞を受賞

Mayuko SOMA, Ainari KONDA, Hiroshi YOSHIDA, Shuichi KISHIMOTO, Shoji FUKUSHIMA,
Takaki TODA, Yoichi SASAKI, Toru HAYAKAWA and Nobuo INOTSUME

Maternal-to-Fetal Transfer of Ritodrine in Twin Pregnancy
（双胎妊婦におけるリトドリンの母胎児間移行）
「臨床薬理」、43巻5号、339-343頁、2012年

著　者：

論文名：

雑　誌：

自由科目セミナー「看護栄養学部生と学ぶ!
実践地域医療」を夕張市で実施

　昨年度に引き続き、自由科目セミナー「看
護栄養学部生と学ぶ！実践地域医療」（担
当：坂東勉准教授、伊東佳美講師）を平成
25年9月3日（火）～5日（木）の3日間にわた
り、本学の連携協定施設である夕張医療セ
ンター（八田政浩理事長）で実施しました。
本セミナーは高齢化の著しい夕張市で地域
医療や多職種連携の重要性を学ぶことを目
的としています。本セミナーには本学の2、3

年生11名と本学と連携協定を締結している
天使大学の看護学科および栄養学科の3、4
年生5名の計16名が参加しました。学生た
ちは診療所のスタッフとともに患者宅を訪問
し、訪問診療、訪問看護、訪問薬剤管理指
導、管理栄養士による食事指導を見学する
ことで在宅医療に対する理解を深めました。
さらに今年は、医師、歯科医師、薬剤師、看護
師、栄養士、ケアマネジャー等による全体で

の在宅カンファレンスや、薬剤師、看護師、栄
養士の3者でのカンファレンスも体験し、多
職種連携のメリットについても学びました。
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　「多職種連携」と聞いて、皆さんは何を思
い浮かべますか。すぐに思いつくという人も
いれば、なかなか具体的にイメージできない
という人もいるかもしれません。簡単に答え
られることではありませんが、私個人として
は「多様な職種が専門性を活かして患者や
地域に対しより良い医療を提供し、患者満
足度を高めていく」ことだと思っています。
　私たち「『薬看連携』を育む会」は、薬学部
と看護学部の学生同士のつながりを育むこ
とを目的とした団体です。学部学生のうちか
ら他医療系学部とのつながりを持つことで、
お互いの視点を知る機会が生まれ、社会に
出て薬剤師、看護師として多職種連携の一
員となったとき、患者に対してできることの
幅を広げられるという考えから「『薬看連携』
を育む会」は生まれました。例えば、看護師
の視線からみた「患者の状態による薬の必
要性」について薬学生が、薬物の副作用・モ
ニタリングなどについて看護学生が学び、薬
学と看護学の専門性をお互いが把握し共有
することで、薬剤師が患者アセスメントにつ
いて看護師からより高度なノウハウを聞い
たり、看護師が化学的な裏付けによって医
薬品を適切に取り扱ったりすることが可能
となり、その結果として、医療過誤の防止・
軽減をはじめ、より質の高い医療を患者へ
提供することも可能になります。
　「『薬看連携』を育む会」は今までに5回の
イベントを行ってきました。今回は、私がス
タッフとして参加した、平成25年12月14日
（土）の「第三回『薬看連携』を育むCafé」に
ついて紹介します。参加者は、北海道薬科大
学と北海道医療大学の薬学生や、天使大学

の看護学生のほか、現役の看護師の方もい
らっしゃいました。
　まずは、北海道薬科大学の今田愛也准教
授をお招きし、ご講義いただきました。妊娠
30週目で妊娠高血圧症を患った39歳女性
を症例として、この方が受ける薬物療法を
ベースに、「多職種連携におけるリーダーと
は」、「医療者・薬剤師・看護師にとっての
ゴールとは」、「各々のできることには具体的
にどういったものがあるか」などを、今田先
生からの問いかけや指名を交えながら考え
ることで、看護学生や現役看護師の方のそ
れぞれ違った意見や、薬学生と看護学生の
異なる視点からの考え方を改めて知ること
ができました。
　次にそれを踏まえ、「『薬看連携』を育む
Café」恒例のワールドカフェ形式で「薬剤師
と看護師の連携のために必要なこと」をテー
マに据え、ディスカッションを行いました。
ワールドカフェでは、少人数グループでお茶
を飲みながら気軽に意見を出していきます。
途中、グループ替えを行い、前のグループで
出た意見を新しいグループで共有したり、そ
れに対する自分の意見を加えてフィード
バックしたりすることで、さらにディスカッ
ションを広げていきます。
　私もワールドカフェに参加しましたが、そ
の中で特に印象に残った言葉があります。看
護学生の「看護師が仕事で扱う薬品は膨大
な量であるが、投与時の注意点や作用のこ
となど、各々の薬の何をどこまで覚えたらよ
いのか」という質問に対し、薬学生が「『薬の
何をどこまで覚えたらよいか』というよりも、
『看護師は薬剤師から、どうやって薬のこと

について必要な情報を引き出したらよいの
か』を考えてほしい」と答えていたことです。
それを聞いて、私は「もっと看護師さんに、薬
剤師を薬の専門家として有効に活用してほ
しい。そのためには看護師と薬剤師の両者
が密にかつ気軽に連絡し合える環境と互い
の意識の改善が今以上に必要なのではない
だろうか」と強く思いました。ほかにも、現役
看護師の方の生の声を聞くこともでき、現場
が抱える悩みや課題などについても大変考
えさせられました。
　私たちは、今回紹介した薬看Caféのよう
な、リラックスしながら「薬看連携」について
考え交流するイベントの開催の他にも、普段
の活動として、「はぐくむブログ」を5日毎に
更新し、薬看メンバーによる「薬看連携」に
関するトピックや、医療者として知っておい
た方が良い話題をお届けしています。ブログ
はこちらのURLからご覧いただけます。
http://profile.ameba.jp/yakukan/
また、facebookページ「『薬看連携』を育む
会」では、「はぐくむブログ」の更新や薬看
Caféの情報、薬と看護に関する情報を提供
しています。Twitterでも、ブログの更新やイ
ベントのお知らせなどをお届けしています。
＠yakukanで検索してみてください。
　私たちは、他医療系学部とのつながりを
育む場として、もっと多くの人に「『薬看連
携』を育む会」を知ってもらいたいと考えて
います。「『薬看連携』を育む会」に興味を
持っていただけた方、メンバーに会ってみた
い方、詳しく知りたいと思ってくださった方
はぜひ、気軽に団体ページ・ブログにアクセ
スしてください。

「『薬看連携』を育む会」で、
看護学生ともっと交流しませんか？ 3年　馬渕 友里名

イベント参加者との記念撮影　前列一番右が馬渕さん

平成26年4月19日（土）14：00～17：50
北海道薬科大学サテライトキャンパス（札幌市中央区北3条東1丁目）

❶新入生の「理想」 VS 先輩の「理想」
❷こんな患者さん、あなたならどう接する？
医療系学生（主に薬・看護学生）

次回イベントのご案内

●第四回「薬看連携」を育むCafé
日時
場所
内容

対象

内容はこちらから確認！
facebook
https://www.facebook.com/events/534714219977850/

http://goo.gl/2dRR4q参加フォームはこちら QRコードから
アクセス▶
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　本年度4月1日付で北海道薬科大学薬学
部薬物治療学分野に教授として赴任いたし
ました佐藤秀紀と申します。
　私は、昭和57年に明治薬科大学薬剤科
を卒業し、札幌医科大学生化学第一講座
の研究生として秋野豊明教授（現手稲渓仁
会理事長）の指導を受け、医学博士を取得
しました。研究のテーマは「羊水中リン脂質
の酵素的定量法」でした。昭和60年から北
海道恵愛会南一条病院薬局に勤務し、昼
は病院薬剤師の業務、夜は生化学での研
究生という生活を送っていました。南一条
病院は160床の中小病院でしたが、呼吸
器、透析が中心の専門病院で、がん化学療
法が多く行われており、薬剤管理指導業務
を行うため外来調剤から病棟業務を中心と
した業務へシフトを変更し、平成7年に抗が
ん剤の無菌調製業務を中心とした注射薬
業務を開始しました。さらに同一法人の札
幌南三条病院では薬剤師の病棟常駐化を
進め、平成22年から病棟業務実施加算を
取得しました。
　この当時から北海道薬科大学と肺がん領
域での共同研究を行い、「がん化学療法にお
ける副作用調査」、「制吐療法の効果」などの
テーマに取り組んでいました。また、専門薬

剤師制度では専門薬剤師になるには論文が
必要であり、中小病院での取得は難しい状
況でしたが、中小病院同士の共同研究で感
染制御専門薬剤師を取得できました。これ
がきっかけで薬剤師のネットワークの必要
性を認識し、感染、医薬品情報、透析の各領
域で研究会を創設し、共同研究や抄読会な
どを実施しました。また、札幌病院薬剤師会
では、平成8年から理事、常任理事、副会長
を経て、平成22年より会長となり、専門・認
定薬剤師養成のための専門薬剤師セミナー
の開催、6年制実務実習の受け入れ施設で
の対応を検討する研修会等を進めました。
また平成20年からは、北海道薬剤師会常任
理事として病診診療所委員会で、病院薬剤
師と薬局薬剤師の連携（薬薬連携）推進に
取り組みました。
　６年制で学んだ薬剤師は、卒業までにか
かる年数は医師と同じになります。臨床現場
での薬剤師の地位向上のためには、臨床研
究を進めることが重要になると思います。そ
のような薬剤師が取り組みたい研究テーマ
について、大学と共同研究を進めることは一
つの手段として有効であります。そのため私
は橋渡し的な役割を務め、臨床研究に取り
組める薬剤師を育成し、また、臨床研究を行

える環境を作っていき、最終的に薬剤師の
地位向上に貢献することが、進むべき方向で
あると考えています。
　現在私は、化学療法学、薬歴管理学、
ヒューマニズム論Ⅰ、実習Ⅵ、Ⅶ、実務実習
事前学習Ⅰ、Ⅲを担当しています。大学での
教育は初めてですが、臨床現場での経験を
大学教育に活かし、現在学んでいることが
臨床現場でいかに役立つかを学生に伝えて
いきたいと思っています。大学教員としては
未熟ですが、新しい環境のもと医療現場に
必要とされる薬剤師養成に貢献する所存で
すので、ご指導ご鞭撻よろしくお願い申し上
げます。

薬物治療学分野　教授　佐藤 秀紀赴任のご挨拶

　本年度4月1日より薬剤学分野の講師とし
て赴任いたしました戸上紘平と申します。
　私は平成17年3月に本学を卒業した28
期生です。学部卒業後は本学大学院生物薬
学専攻の修士課程、博士後期課程に進学
し、恩師である森本一洋教授（現帝京平成大
学薬学部教授）の御指導のもと、生物薬剤
学、製剤学、薬物動態学の分野で研究を行っ
てきました。学位取得後は、奥羽大学薬学部
の薬剤学分野の多田均教授（現北海道薬科
大学薬事管理学分野教授）のもと、助手・助
教として3年間勤務いたしておりました。
　前任校では、薬学教育に従事しながらも基
礎研究を絶え間なく進めることが大学教員
には必要不可欠であるとの御指導を多くの
先生方からいただき、教員としての私の根幹
となっております。

　私の研究テーマは「呼吸器系疾患におけ
る薬物動態の解析と治療を指向したドラッ
グデリバリーシステムの確立」です。呼吸器
系疾患は、肺癌や肺線維症などの難治性の
もの、肺炎などの罹患率の高いものが数多く
存在することから、より安全で有効な治療薬
開発は重要な課題です。私は臨床に近い分
野で研究を行い、その成果を社会に還元する
こと、少しでも多くの学生にその素晴らしさと
面白さを伝えることを目標としております。
　現在、私は物理化学Ⅰ、薬学計算の講義の
ほか、薬剤学関連の薬学実習を担当しており
ます。基礎理論の学習と計算力の向上が必
要な分野であり、習得に時間を要することか
ら苦手意識をもつ学生が多いと感じていま
す。しかしながら、薬剤師には優れた臨床能
力に加え、科学者としての考え方と知識が求

められておりますので、その重要性を理解し
てもらい、習得の一助となるような教育活動
に励んで参りたいと考えております。
　甚だ微力ではありますが、北海道薬科大学
のさらなる発展に貢献するため、薬学教育、
研究共に尽力する所存です。今後とも皆様の
御指導、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い
申し上げます。

薬剤学分野　講師　戸上 紘平赴任のご挨拶
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　本学父母後援会奨学金規程に基づいた本
年度の奨学生20名が決定し、平成25年12
月3日（火）418講義室において、奨学生証書
授与式が行われました。

　父母後援会奨学金制度は、学業・人物とも
に優れ、経済的理由により修学困難な学生
20名に奨学金10万円を給付するもので、平
成21年度に設立されました。

　授与式では、伊藤良二父母後援会会長よ
り奨学生証書が授与され、お祝いと激励の言
葉がありました。

父母後援会奨学生証書授与式が開催される

平成25年度ノーステック財団の研究助成金に採択される
　公益財団法人北海道科学技術総合振興センター（ノース
テック財団）によるフードイノベーション創造支援事業「実証研
究支援補助金」に、本学教員の研究テーマが採択されました。

髙橋 夏子 講師

　本年3月31日をもって、岡﨑光洋准教授
（医薬情報解析学分野）が退職します。岡﨑
准教授は、平成14年4月に薬事管理学研究
室の講師として着任し、社会薬学分野の准教
授を経て、平成20年4月より現職となりまし
た。教育では、「薬事関連法制論」、「薬局マー
ケティング」などを担当し、OSCE運営にも深
く携わりました。主な研究テーマは、「地域包

括ケアを支援するICTの活用に関する研究」
であり、スマートフォンを活用した医薬品情
報検索アプリやお薬手帳アプリを開発しまし
た。今後は、株式会社ディヴインターナショナ
ルのPHR（個人健康記録）部門に職を移しま
す。また、北海道大学大学院保健科学研究院
の客員研究員として、現在道内で実施中の調
査研究を継続する予定です。

退職教員

岡﨑准教授が退職

　本年3月31日をもって、小林弘幸講師（薬
学教育分野）が退職します。小林講師は本学
1期生であり、昭和53年4月に微生物学研究
室の助手として着任しました。平成12年4
月、新設した薬学教育センターに配属とな
り、平成17年4月より現職となっています。
主な研究テーマは、「薬学教育の改善に関す

る調査研究」でした。教育において、1～3年
次の演習、実習を通して学生の基礎学力修
得を目指すとともに、4年次の「実務実習事
前学習II」や6年次の卒業延期生に対する
「総合演習」を担当し、実務実習を履修する
上で必要な知識や卒業に必要な学力の修得
を支援しました。

小林講師が退職

免疫向上における北海道産銀杏状霊芝の
寄与と実用化に向けた製剤開発

研究
テーマ

　本学入学後の前期に優秀な成績を収め、
かつ人物優秀者と認められた1年生10名が、
平成25年度の本学奨学生（1年生）に決定し
ました。これにともない、平成25年10月31日
（木）に本学会議室において証書授与式を行
い、奨学金6万円を給付しました。奨学生は
次の10名です。

平成25年度本学奨学生（1年生）が決定

学長、学生部長と奨学生

秋葉 祐治、大森 悠翔、
佐々木 二千翔、笹野 潤、佐藤 礼菜、
佐藤 智香、菅野 諒太、村上 飛鳥、
諸橋 あかね、和田 菜摘

学部奨学生 1年
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銭函の住宅街にある隠れ家レストラン。身
近な旬の素材を、その風味を生かしつつ
手間ひまかけてつくる料理やスイーツを
提供している。一番人気は、肉・魚料理、ご
ま豆腐、卵焼き、小鉢にコーヒーがつく
「おまかせプレート」（1,000円）。4、5名で
使える個室もあり、落ち着ける。

本学美術部の学生の作品が入選
　平成25年10月5日（土）～9日（水）に開
催された第55回学生美術全道展（主催：北
海道新聞社、全道美術協会）において、本
学美術部の学生の作品が「第1部絵画」で
入選しました。

1年　新関愛結（美術部部長）
画題 「花びらの水域」

1年　保坂千春
画題 「京都旅行」

平成25年度薬学共用試験が終了
　平成25年度薬学共用試験が終了し、4
年生191名がCBT、OSCEの両方に合格
しました。

◎平成25年度薬学共用試験結果

合 格 者 数実 施 日 程

本試験：平成25年12月12、13日
追再試験：平成26年2月19日

合 格 基 準

本試験：平成26年1月25、26日
追再試験：平成26年2月22日

CBT

OSCE

共用試験

正答率60%以上

細目評価70%以上
概略評価5以上

191

196

191

銭函・桂岡
Wonder Land！

陶器から家具まで。
作家工房のメッカ！
銭函周辺は実は、知る人ぞ知る、作家工房のメッカです。
ご主人が陶芸、奥様が織物製作を手がける「日日工
房」、繊細な吹きガラスの「ガラス工房田沼」、木の温か
みを生かした木製品の「木の店AU・AU」など、さまざま
な工房が拠点を構え、潮風漂う自然のなかで創作活動
を行っています。こうした工房を訪ねてみるのも楽しそ
うですが、JR銭函駅から歩いて12分ほどのところにあ
るレストラン「茶房 夢香舎」では、器やグラス、テーブル
などに、これらの工房の作品を使っており、展示もして
います。ランチタイムなどにぜひ、寄ってみては？

素材の味を生かした
手づくりのメニュー

小樽市銭函2丁目51番6号
☎0134-62-6015
11：00～17：00（食事L.O.14：30）
日曜・月曜・祝祭日休み

●茶房 夢香舎（むこうや）

北薬大の本拠地、桂岡をはじめ、玄関口である銭函周辺で
探したおもしろスポットや、まちの歴史などをご紹介します！

〒047-0264 7番1号
TEL: 0134-62-1945   FAX: 0134-62-5161
HP: www.hokuyakudai.ac.jp

企画編集・発行： 北海道薬科大学 広報部

ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見解決能力、マネジメント
能力といった基盤能力を基に、専門性を身につけている人材が社会に
必要です。単なる「Professional」だけではなく、後付けの「Professional+」
でもない、基盤能力を前提とする「+Professional」を育成すること。すべて
の設置校に共通する、わたしたちのスローガンです。
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